
鹿児島県出水市

報
広

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

主な内容 6
世 帯 数 ２万 4,803 （＋ 153）
人　 口 ５万 5,792 （＋ 180）

男 ２万 6,059 （＋ 85）
女 ２万 9,733 （＋ 95）

出　 生 31
死　 亡 76
転　 入 430
転　 出 207

（５月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

おれんじ食堂へようこそ…………………………………２～３
２01３年度当初予算を解説……………………………４～６
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鶴翔祭に参加しよう…………………………………………… 13
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（大川内地区にて５月21日撮影）

｢山のステンドグラス」

（大川内地区にて５月21日撮影）



　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
観
光
列
車
「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
の
運
行
が
３
月
24
日
、
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
列
車
は
、
地
元
で
と
れ
た
旬
の
食
材
で
作
っ
た
料
理
や
飲
み
物
を
味
わ
い
な
が
ら
、
車
窓
を
流
れ
る
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
２
両
編
成
の
「
走
る
レ
ス
ト

ラ
ン
」
で
す
。
早
速
、
実
際
に
乗
車
し
て
み
ま
し
た
。　

　

列
車
に
乗
る
と
早
速
料
理
が

出
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
、
黒
豚
の
豚
骨
、

タ
イ
の
ウ
ニ
焼
き
、
太
刀
魚
の

の
り
巻
き
揚
げ
、
赤
足
エ
ビ
、

芦
北
牛
の
煮
込
み
、
さ
つ
ま
揚

げ
な
ど
地
元
の
旬
の
食
材
が
ず

ら
り
。
料
理
は
季
節
に
よ
っ
て

変
え
て
い
く
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
、
焼
酎
な
ど

酒
類
も
注
文
で
き
ま
す
。

食
を
楽
し
む

景
色
を
楽
し
む

　

食
事
か
ら
車
窓
へ
目
を
移
す
と
、

そ
こ
に
は
窓
い
っ
ぱ
い
に
素
敵
な
景

色
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
水
駅
か
ら
阿
久
根
駅
ま
で
爽
や

か
な
新
緑
が
目
を
癒
し
、
阿
久
根
駅

か
ら
川
内
駅
ま
で
は
空
の
青
と
、
海

の
青
が
気
分
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

山
、
海
、
川
、
緑
、
青
と
次
々
に

変
わ
っ
て
い
く
景
色
も
ご
ち
そ
う
で

す
。

　

家
族
４
人
で
乗
車
し
て
い
た
岡

田
公
佑
さ
ん
（
福
岡
市
）
は
「
風

景
も
よ
く
、
食
事
も
お
い
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

おれんじ食堂へようこそ
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
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旅
行
で
乗
車
し
て
い
た
村
里
美

保
さ
ん
と
、
篠
原
晶
子
さ
ん
（
ど

ち
ら
も
熊
本
市
）
は
「
今
回
は
食

事
を
申
し
込
ん
で
い
な
か
っ
た
の

で
、
次
に
乗
車
す
る
と
き
に
は
景

色
だ
け
で
は
な
く
食
事
も
楽
し
み

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

や
ロ
ビ
ー
を
意
識
し
た
内
装
で
、

１
号
車
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
カ
ー
」

に
は
温
か
い
ご
飯
や
ス
ー
プ
を
提

供
す
る
た
め
の
キ
ッ
チ
ン
が
備
え

て
あ
り
、
長
テ
ー
ブ
ル
も
あ
る
の

で
団
体
で
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

２
号
車
「
リ
ビ
ン
グ
・
カ
ー
」
に

は
海
側
の
テ
ー
ブ
ル
席
や
２
人
掛

け
の
ソ
フ
ァ
ー
席
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
で
き
る
よ
う
に
座
席

は
計
43
席
。
絵
画
や
地
元
の
工
芸

品
も
飾
っ
て
あ
り
、
お
洒
落
な
旅

を
楽
し
め
ま
す
。

車
内
を
楽
し
む

おすすめの乗車方法【２号車（リビング・カー）】 

※（  ）は子ども料金 

昼食楽しむコース  

ぐるりんきっぷ 4,000 円 ＋ 指定席料金 1,400 円 ＋ 食事代 4,500 円 ＝ 合計 9,900 円 

                    （700）     （3,000）     （7,700） 

12:22 出水駅出発 → おれんじ食堂１号 → 13:33 川内駅着 → 新幹線 → 鹿児島中央駅 

 

新幹線 

 

お昼からゆっくりコース  

九州新幹線（自）2,760 円 ＋ 運賃 1,820 円 ＋ 指定席料金 1,400 円 ＋ 食事代 4,500 円 ＝ 合計 10,480 円 

       （1,380）     （910）         （700）      （3,000）    （5,990） 

15:13 出水駅出発 → おれんじ食堂２号 → 17:08 新八代駅着  

 

新幹線 

 

夕食楽しむコース  

ぐるりんきっぷ 4,000 円 ＋ 指定席料金 1,400 円 ＋ 食事代 4,500 円 ＝ 合計 9,900 円 

                    （700）     （3,000）     （7,700） 

18:39 出水駅出発 → おれんじ食堂３号 → 20:00 川内駅着 → 新幹線 → 鹿児島中央駅 

 

新幹線 

問い合わせ先 肥薩おれんじ鉄道予約センター（ ６３－６８６１） 

おれんじ食堂へようこそ
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
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8千円
会計当初予算

　

出
水
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
、
２
０
１
３
年
度
当
初
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
可
決
さ
れ
た
２
０
１
３
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
市
が
行

う
仕
事
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
使

わ
れ
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
会
計
当
初
予
算
を
中

心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
比
べ
２
０
１
３
年
度
の
当
初
予
算
は
、
３
億
８
０
３
９
万

８
千
円
（
１
・
６
㌫
）
増
え
、
２
３
５
億
８
７
３
９
万
８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
１
億
７
８
１
４
万
円
（
１
・
１
㌫
）
減
少
し
、
１
６
７
億
１
４
７
６
万
円
、
企

業
会
計
は
３
億
２
１
９
２
万
１
千
円
（
４
・
６
㌫
）
増
え
、
73
億
６
７
０
１
万
５
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
全
会
計
の
予
算
総
額
は
２
０
１
２
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
５
億
２
４
１
７
万
９
千
円

（
１
・
１
㌫
）
増
え
、
４
７
６
億
６
９
１
７
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳　出

特別・企業会計

※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計です。

235 億 8,739 万 8 千円

240 億 8,177 万 5 千円

民生費
82 億 8,448 万 5 千円

（35.1％）

衛生費
31 億 4,288 万 7 千円

（13.3％）

国民健康保険
（事業勘定）

83 億 9.220 万円

国民健康保険
（直診勘定）

838 万円

後期高齢者医療
6 億 40 万円

介護保険
56 億 7,630 万円

交通災害共済
1,814 万円

下水道
12 億 9,409 万円

特定環境保全公共下水道
4 億 5,953 万円

農業集落排水
2 億 4,360 万円

地方卸売市場
2,212 万円

水道事業
13 億 6,640 万 3 千円

病院事業
60 億 61 万 2 千円

特別会計
167 億 1,476 万円

企業会計
73 億 6,701 万 5 千円

公債費
28 億 2,359 万 5 千円

（12.0％）

教育費
29 億 3,734 万 6 千円

（12.5％）

総務費
23 億 9,268 万 4 千円

（10.1％）

土木費
17 億 2,050 万 3 千円

（7.3％）

農林水産業費
8 億 2,452 万 5 千円

（3.5％）
消防費

8 億 4,062 万 6 千円
（3.6％）

商工費
3 億 3,249 万円

（1.4％） 労働費
3,266 万 8 千円

（0.1％）

議会費
2 億 3,258 万 9 千円

（1.0％）

その他
2,300 万円（0.1％）

（ ）対前年度比
プラス1.6㌫
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235億8739万 
2013 年度一般

歳　入
235 億 8,739 万 8 千円

市税の内訳
49 億 4,489 万 4 千円

固定資産税
24 億 5,098 万 2 千円

（49.6％）

市民税
19 億 7,954 万円

（40.0％）

市たばこ税
3 億 6,000 万円

（7.3％）

軽自動車税
1 億 5,422 万 2 千円

（3.1％）

入湯税
15 万円

（0.0％）

市税
49 億 4,489 万 4 千円

（21.0％）

自主財源
28.5％

依存財源
71.5％

繰入金
7,460 万円（0.3％）

分担金および負担金
3 億 3 万 8 千円（1.3％）

使用料および手数料
3 億 8,827 万 2 千円（1.7％）

繰越金
1 億円（0.4％）

その他
9 億 1,423 万 8 千円（3.8％）

地方交付税
98 億 2,939 万 8 千円

（41.7％）

国庫支出金
25 億 7,538 万 4 千円

（10.9％）

県支出金
13 億 7,335 万 1 千円

（5.8％）

市債
22 億 4,580 万円

（9.5％）

その他
8 億 4,142 万 3 千円

（3.6％）

広報いずみ 2013（平成 25 年）６月5



《
基
本
姿
勢
》

　
「
参
画
と
協
働
に
よ
る
、

　
　
　

市
民
が
主
役
の

　
　
　
　
　

温
か
さ
の
伝
わ
る

　
　
　
　
　
　
　

市
政
の
実
現
」

《
施
策
の
基
本
方
針
》

①
豊
か
な
緑
と
き
れ
い
な
水
を
未

来
に
引
き
継
ぐ
ま
ち
づ
く
り

②
安
全
・
安
心
で
快
適
な
都
市
基

盤
が
整
っ
た
人
と
自
然
を
大
切

に
す
る
ま
ち
づ
く
り

③
思
い
や
り
と
温
か
さ
が
は
ぐ
く

む
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

④
歴
史
と
文
化
の
薫
り
が
暮
ら
し

を
彩
る
教
育
と
住
民
自
治
の
ま

ち
づ
く
り

⑤
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
生
か
し

た
多
様
な
産
業
が
躍
進
す
る
ま

ち
づ
く
り

⑥
住
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち

づ
く
り

⑦
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

議
会
費

◎
政
務
活
動
費
交
付
金

　

３
９
６
万
円

総
務
費

◎
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
積
立
金

　

３
０
１
万
７
千
円

◎
地
域
活
性
化
事
業
費
（
新
幹
線
出
水

駅
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

補
助
金
、
出
水
市
ふ
る
さ
と
育
成
塾

運
営
補
助
金
等
）

　

３
９
６
２
万
８
千
円

◎
国
際
交
流
事
業
費
（
大
韓
民
国
順
天

市
）

　

８
６
３
万
３
千
円

◎
定
住
促
進
事
業
費

　

２
４
５
８
万
３
千
円

◎
自
治
会
活
動
助
成
金

　

４
０
２
０
万
円

◎
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
事
業
補
助
金

　

１
９
２
０
万
円

◎
行
政
事
務
連
絡
関
係
費

　
（
広
報
用
放
送
施
設
設
置
事
業
補
助

金
等
）

　

８
３
５
１
万
６
千
円

◎
防
犯
対
策
費

　

１
０
７
０
万
４
千
円

民
生
費

◎
児
童
手
当

　

９
億
８
千
万
円

◎
社
会
福
祉
協
議
会
等
補
助
金

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
金
、

福
祉
活
動
専
門
員
設
置
補
助
金
等
）

　

６
６
７
９
万
９
千
円

◎
障
害
者
自
立
支
援
医
療
費

　

４
７
９
３
万
８
千
円

◎
敬
老
バ
ス
乗
車
券
交
付
事
業
費

　

３
９
０
万
円

◎
後
期
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
料

助
成
事
業
費

　

９
５
２
万
１
千
円

◎
小
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
補
助
金

　

１
１
０
万
６
千
円

◎
保
育
所
施
設
整
備
費

　

１
億
９
２
６
０
万
１
千
円

衛
生
費

◎
病
院
事
業
営
業
運
転
資
金
貸
付
金

　

５
億
２
５
０
０
万
円

◎
病
院
事
業
繰
出
金　

　

６
億
８
８
７
８
万
１
千
円

◎
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費

　

１
億
５
５
１
０
万
２
千
円

◎
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給
事
業
費

　

２
３
６
０
万
円

◎
妊
婦
健
康
診
査
お
よ
び
妊
婦
・
新
生

児
訪
問
事
業
費

　

４
９
９
５
万
５
千
円

◎
不
妊
治
療
助
成
事
業
費

　

３
０
０
万
円

◎
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

　

２
億
５
７
１
４
万
３
千
円

労
働
費

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
費
補
助
金

　

１
７
５
０
万
円

◎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　

５
５
３
万
６
千
円

◎
地
域
雇
用
対
策
事
業
費

　

２
０
５
万
５
千
円

農
林
水
産
業
費

◎
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

（
角
石
地
区
ほ
か
27
地
区
）

　

２
８
３
２
万
５
千
円

◎
来き

て
観み

て
体た

農の

自し

味み

交
流
事
業
費

　
（
修
学
旅
行
生
等
誘
致
奨
励
金
等
）

　

５
３
８
万
９
千
円

◎
基
幹
水
利
施
設
管
理
費

　

３
４
７
７
万
５
千
円

◎
漁
港
等
施
設
整
備
事
業
費

　

１
５
４
０
万
円

商
工
費

◎
中
小
企
業
緊
急
支
援
利
子
補
給
金

　

２
６
３
０
万
円

◎
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
負
担
金

　

１
０
０
万
円

◎
住
宅
建
築
等
工
事
促
進
事
業
費
（
木

造
住
宅
新
増
改
築
補
助
金
）

　

４
５
０
０
万
円

土
木
費

◎
一
般
道
路
整
備
事
業
費

　

２
億
８
千
万
円

◎
道
路
維
持
補
修
費　

　

１
億
５
９
６
６
万
４
千
円

◎
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事

業
費　

　

７
２
０
万
円

◎
公
園
管
理
費

　

２
８
５
４
万
円

◎
出
水
駅
周
辺
都
市
計
画
施
設
管
理
費

　

１
５
２
７
万
３
千
円

◎
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
事
業
費

　

１
２
０
万
円

消
防
費

◎
消
防
総
務
業
務
費
（
救
急
救
命
士
薬

剤
投
与
講
習
、
県
消
防
学
校
初
任
科

研
修
旅
費
等
）

　

１
０
１
９
万
７
千
円

◎
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
費

　

１
億
３
２
３
１
万
９
千
円

教
育
費

◎
命
の
教
育
推
進
事
業
費

　

２
８
０
万
５
千
円

◎
出
水
・
高
尾
野
小
学
校
校
舎
建
設
事

業
費

　

２
億
７
２
２
０
万
円

◎
出
水
中
学
校
校
舎
建
設
事
業
費

　

３
億
８
５
０
０
万
円

◎
商
業
高
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
整
備
事

業
費

　

２
３
８
０
万
円

◎
戦
争
遺
跡
等
保
存
整
備
事
業
費　

１
２
２
５
万
円

◎
ツ
ル
食
害
対
策
事
業
費

　

６
１
９
３
万
２
千
円

◎
国
際
ツ
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
事
業

費

　

２
０
０
万
円

◎
体
育
振
興
費

　

２
２
９
５
万
１
千
円

２
０
１
３
年
度
の
主
な
事
業
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総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 し尿処理費 ﾘｻｲｸﾙ処理費 公債費 その他
914 円 700 円 3,761 円 1,686 円 858 円 3,772 円 ４６円

内訳
出水市負担金 ４億 6,331 万４千円
阿久根市負担金 ２億 1,709 万８千円
長島町負担金 １億 1,982 万４千円
地方交付税（注） ２億 1,302 万７千円

2013 年度当初予算　10 億 5,268 万７千円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
平
成
25
年
第
１

回
定
例
会
で
、
２
０
１
３
年
度
の
当
初
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
の
当
初
予
算
は
、
２
０
１
２
年

度
の
当
初
予
算
に
比
べ
、
２
千
８
０
９
万
７
千
円

（
２
・
６
㌫
）
減
と
な
り
、
10
億
５
千
２
６
８
万
７
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、
各
市
町
か
ら
の

負
担
金
、
鉄
、
ア
ル
ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
等
お
よ

び
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理
場
使
用
料
等
）
で
す
。

　

歳
出（
支
出
）の
主
な
も
の
は
、じ
ん
か
い（
ご
み
）

処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た
め
の

経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借
金
返
済
に
充
て
ら

れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認
定
審
査
業
務
の
経
費

で
あ
る
民
生
費
、
圏
域
（
２
市
１
町
）
の
振
興
整
備

の
事
業
推
進
に
使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業
費
、
議
会

費
お
よ
び
総
務
費
で
す
。

予
算
の
執
行
は
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
財
政
計

画
を
立
て
て
、
組
合
の
健
全
運
営
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.ab.auone-net.jp/~hokusatu/

10 億 5,268 万 7 千円 10 億 5,268 万 7 千円

財産収入
200 万円

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

２
０
１
３
年
度
当
初
予
算
が
議
決

歳　入歳　出

諸収入
1,557 万 4 千円使用料および手数料

2,185 万円

振興整備事業費
200 万円

議会費
156 万 3 千円

予備費
　　　 50 万円

総務費
8,200 万 3 千円

民生費
6,285 万 6 千円

衛生費
5 億 6,545 万 5 千円

公債費
3 億 3,831 万円

（注）地方交付税 ･･･ 起債償還に充当される国からの財源措置分

住民１人当たりに使われる金額　　 11,737 円
（2013 年３月末人口で算定）人口　89,698 人

分担金および負担金
10 億 1,326 万 3 千円
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市
で
は
、国
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
活
用
し
た
「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま

ち
応
援
基
金
」
の
寄
付
金
を
、
主
に
本
市

出
身
の
県
外
在
住
の
皆
さ
ま
に
対
し
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
２
０
１
２
度
は
１
６
８

件
の
個
人
・
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、

９
３
０
万
９
千
円
余
り
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
鹿
児
島
県
が
中
心
と
な
っ

て
募
集
し
て
い
る
「
か
ご
し
ま
応
援
寄
附

金
」
か
ら
の
配
分
金
・
運
用
利
子
等
を
合

わ
せ
て
、
総
額
で
１
０
３
２
万
７
千
円
の

積
み
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
改
め

て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
金
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
、

２
０
１
２
年
度
は
、
青
年
の
家
の
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
整
備
事
業
、
小
学
校
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
楽
器
整
備
事
業
お
よ
び
観

光
牛
車
支
援
事
業
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度
は
ツ
ル
と
歴
史
の
ま

ち
応
援
事
業
、
指
定
文
化
財
マ
ッ
プ
作
成

事
業
や
観
光
牛
車
支
援
事
業
に
充
て
る
予

定
で
す
。

ま
た
、
寄
付
金
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
親
戚
や
知
人
等
の
県
外
在
住

の
皆
さ
ま
に
、
国
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
を
活
用
し
た
本
市
へ
の
寄
付
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
寄
付
に
必
要
な
書
類
は
、
企
画

課
か
ら
直
接
郵
送
し
ま
す
。

寄
付
金
は
次
表
の
４
つ
の
事
業
か
ら

選
択
し
て
、
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

書
類
請
求
・
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
課
企
画
・
男
女
共
同
参
画
係

　
（
電
話
�
４
０
３
３
）

２
０
１
２
年
度
【
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応

援
基
金
】
寄
付
者
紹
介

　

寄
付
者
の
う
ち
、
居
住
地
お
よ
び
氏
名

（
氏
名
の
み
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
を
含
む
）

の
公
表
を
了
解
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま

す
。

【
受
け
付
け
順
・
敬
称
略
】

 ・

 

河
野　

正
三　

・
神
奈
川
県
川
崎
市 

山
口　

睦
男　

・
東
京
都
江
東
区 

松
浦　

昭
則　

・
福
岡
市 

　
柏
木
重
人
・
和
子

・
兵
庫
県
淡
路
市 

畠
田　

典
年　

・
東
京
都
東
久
留
米
市 

栗
木　

安　
　

・
東
京
都
新
宿
区 

窪
田　

勝　
　

・
さ
い
た
ま
市 

川
内　

輝
夫　

・
兵
庫
県
加
古
川
市 

池
田　

十
藏　

・ 

Ｔ
・
Ｔ　
　
　

・
東
京
都
北
区 

伊
福　

正
明　

・
横
浜
市 

田
代　

貞
幸　

・
神
戸
市 

松
田　

み
つ
子

・
横
浜
市 

鹿
子
木　

幸
一

・
神
奈
川
県
平
塚
市 

仲
村　

昭
一　

・
兵
庫
県
三
木
市 

中
尾　

勲　
　

「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」
の
報
告
と
寄
付
金
募
集
の
お
願
い

★選択できる事業および
2012 年度事業別積立金

事　　業　　名 積立金額
１ 海・山・川などの自然環境を守りはぐ

くむ事業 3,457 千円

２ 教育・文化の振興を図り未来を担う人
づくり事業 4,394 千円

３ ツルや武家屋敷など地域資源の保全と
活用を図る事業 1,231 千円

４ その他地域の活性化など目的達成のた
めに必要な事業 1,245 千円

２
０
１
２
年
度
は
１
０
３
２
万
７
千
円
の
基
金
積
み
立
て
！

 

 
寄付金控除の

申告（寄付受け

入れ書添付） 
 
 
 

当該年の 
所得税から 
税軽減 

 
 
 

翌年度の 
住民税から 
税軽減 

 
 
 
寄付ご賛同 

 
 
寄付受け入

れ書 

 
 
事業検討 

「ツルと歴史のまち応援基金」と「ふるさと納税制度」の税軽減のしくみ 

2,000 円を超える寄付金について、居住地に納める住民税額のおおむね 1 割を限度に所得税

と個人住民税の軽減を受けることができます。 

★
寄
付
の
特
典
★

　

県
外
の
方
に
は
、
翌
年
度
か
ら
１
年
間
、

市
の
広
報
紙
等
を
発
送
す
る
ほ
か
、「
か
ご
し

ま
応
援
者
」
と
し
て
、
県
内
各
施
設
の
入
場

割
引
等
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
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・
神
奈
川
県
相
模
原
市 

土
屋　

美
知
子

・
千
葉
県
市
川
市 

新
富　

昭
則　

・
東
京
都
小
金
井
市 

平
下　

康
雄　

・
東
京
都
板
橋
区 

野
中　

久　
　

・ 

田
村　

ス
ミ
エ

・
兵
庫
県
川
西
市 

小
野　

雅
裕　

・
東
京
都
昭
島
市 
福
島
安
巳
・
幾
子

・
東
京
都
荒
川
区 
金
沢　

春
枝　

・
千
葉
県
船
橋
市 

杉
本　

正
名　

・
茨
城
県
那
珂
市 

吽
野　

清
子　

・
横
浜
市 

古
川
園　

龍
藏

・
神
奈
川
県
川
崎
市 

宮
川　

幸
男　

・
東
京
都
東
村
山
市 

軸
薗　

勝
久　

・
栃
木
県
足
利
市 

坂
原　

節
子　

・
愛
媛
県
越
智
郡 

福
井　

敦
子　

・
神
奈
川
県
川
崎
市 

尾
郷　

良
幸　

・
東
京
都
世
田
谷
区 

野
間
口　

至　

・
東
京
都
目
黒
区 

浦
辺　

美
代
子

・
横
浜
市 

竹
中　

範
雄　

・
神
奈
川
県
海
老
名
市 

井
上　

通
行　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
村　

滋

・
大
阪
市　
　
　
　
　
　

 

犬
童　

幸
二

・
福
岡
県
春
日
市　
　
　

 

森　
　

可
成

・
横
浜
市　
　
　
　
　
　

 

金
子　

英
男

・
神
奈
川
県
藤
沢
市　
　

 

松
﨑　

正
利

・
大
阪
府
堺
市　
　
　
　

 

白
木
川　

櫻

・
埼
玉
県
草
加
市　
　
　

 

児
島　

泰
夫

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　

 

川
添　

幸
一

・
大
阪
府
枚
方
市　
　
　

 

石
澤　

文
敏

・
兵
庫
県
尼
崎
市　
　
　

渡
邉　

秀
三

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

東
郷　

茂
代

・
東
京
都
墨
田
区　
　
　

才
田　

喜
藏

・
東
京
都
八
王
子
市　
　

先
崎　

一

・
埼
玉
県
蕨
市　
　
　
　
髙
久
芳
雄
・
昌
子

・
千
葉
県
市
川
市　
　
　

愛
甲　

藤
雄

・
兵
庫
県
川
西
市　
　
　

外
園　

英
治

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　

飯
牟
禮　

學

 ・
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田　

常
夫

・
兵
庫
県
西
宮
市　
　
　

Ｋ
・
Ｔ

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

本
田　

義
信

 ・
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｏ

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　
㈱
松
村
電
機
製
作
所

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

唐
﨑　

富
夫

・
さ
い
た
ま
市　
　
　
　

Ｙ
・
Ｈ

・
東
京
都
板
橋
区　
　
　

原
口　

良
則

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

東
園　

盛
男

・
愛
知
県
東
海
市　
　
　

桑
畑　

二
郎

・
横
浜
市　
　
　
　
　
　

藤
野　

勉

・
千
葉
県
八
千
代
市　
　

向
井　

逸
子

・
大
津
市　
　
　
　
　
　

木
之
下　

正
彦

 ・
　
　
　
　
　
　
　
　

高
松　

義
悌

・
大
阪
府
吹
田
市　
　
　

椿　

實
雄

・
千
葉
県
船
橋
市　
　
　

山
本　

幸
正

・
姶
良
市　
　
　
　
　
　

小
山　

正
恵

・
神
奈
川
県
座
間
市　
　

田
中　

勝
之

・
東
京
都
大
田
区　
　
　

前
田　

稔

 ・
　
　
　
　
　
　
　
　

関　

洋
子

・
福
岡
県
福
津
市　
　
　

岐
部　

善
治

・
鹿
児
島
市　
　
　
　
　

三
浦　

幸
雄

・
兵
庫
県
宝
塚
市　
　
　

尾
籠　

透

・
神
奈
川
県
横
須
賀
市　

Ｙ
・
Ｋ

・
奈
良
市　
　
　
　
　
　

池
上　

義
孝

・
岐
阜
県
瑞
穂
市　
　
　

茶
縁　

敏
一

・
奈
良
県
橿
原
市　
　
　

Ｔ
・
Ｔ

・
大
阪
府
箕
面
市　
　
　

大
石
田　

良
美

・
出
水
市　
　
　
　
　
　

益
山　

宏
規

・
東
京
都
江
東
区　
　
　

村
上　

有
孝

・
愛
知
県
刈
谷
市　
　
　

御
所
園　

輝
雄

・
滋
賀
県
守
山
市　
　
　

片
野
坂　

逸
朗

 ・
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
上　

健
太
郎

・
京
都
府
京
田
辺
市　
　

榎
本　

比
呂
志

・
出
水
市　
　
　
　
　
　

山
本　

貞
利

・
大
阪
府
羽
曳
野
市　
　

古
川　

利
浩

・
横
浜
市　
　
　
　
　
　

山
井　

志
朗

・
東
京
都
千
代
田
区　
　

脇　

和
幸

【
２
０
１
３
年
３
月
31
日
現
在
】

出水市へのご寄付ありがとうございました
2012 年４月１日から 2013 年３月 31 日までに出水

市に次の方々から寄付がございましたのでお知らせ
します。浄財をご寄付していただき感謝申し上げま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏 　　名 住 　所 寄付の内容 配置場所

鹿児島いずみ
農業協同組合
代表理事組合
長
内村正男

高尾野町下水
流

公 用 車 ２ 台、
AED10 台
夜光反射材付
タスキ・リス
トバンド
各 1,000 本他

出水市役所、
出水消防署、
出水総合医療
センター

宇都　忠良 野田町下名 図書 218 冊 野田小・野田
中学校

木下　信夫 高尾野町柴引 図書 47 冊 高尾野小学校

株式会社
門田建設
代表取締役　
門田　孝一

大野原町 図書カード
100,000 円 西出水小学校

赤松　繁 上知識町 ツルの絵画 クレインパー
クいずみ

仮屋自治会
会長
川畑　壽一

野田町上名 現金 10,000 円 野田小学校附
属幼稚園

出水ライオン
ズクラブ
会長
内野　正

中央町 図書 285 冊

大川内小・上
場小・高尾野
小・下水流小・
江内小・野田
小学校

大豊工業株式
会社九州工場
工場長
内村　淳二

緑町 桜の木５本 高尾野多目的
運動場

関東ふるさと
出水会
会長
伊藤　蕃

神奈川県川崎
市 非公表 非公表

出水信ちゃん
会
会長
山口　準三

非公表 幼児用絵本等
（100,000 円分）

出水市民交流
センター

公表することに同意された方のみ掲載しています。
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出水市都市計画マスタープラン（５月号の続き）～地域別構想～ 	
	

《出水地域の地域別構想》	

●地域の将来像 	

	

	

	

●地域づくりの基本目標 	

	

	

	

●地域づくりの基本方針 

 
 
 

	

	

	

	

	

	

	

	

《米ノ津地域の地域別構想》 	

●地域の将来像 	

	

	

	

	

●地域づくりの基本目標 	

	

	

	

●地域づくりの基本方針 	

	

	

	

	

	

出水兵児魂が受け継がれる文化と交流

の中心地 ß いずん à  

〇歴史と自然にふれあえる広域観光拠点の形成 

〇人が訪れ暮らしたくなる魅力ある街なみの形成 

〇広域交通の玄関口にふさわしいおもてなし空間の形成

〇中心市街地の活性化 〇西出水地区の市街地形成 

〇観光拠点間の連携強化 〇就業場の創出 

〇公園の利用促進 〇河川環境の保全と防災拠点の形成 

生き活き こ うりゅう 

愛と自然に め ぐまれた 

未来へ の びゆく 

人と人とを つ なぐまち 

○安全・安心な生活空間の形成 

○自然環境と調和した快適な住環境の形成 

○歴史的資源と海辺環境を活かした観光交流空間の形成 

○ロードサイド商業地との役割分担  ○地域資源の活用 

○高速交通網と港湾・漁港を活かした産業振興の促進 

○歴史的資源と海辺環境を活かした観光振興 
い

い

い

○超高齢社会に対応した市街地形成  ○防災機能の強化 

米ノ 図 

出水地域の将来構造図 

米ノ 図

	

	

	

	

	

	

問い合わせ先　　 	 本庁 都市計画課 計画管理係 （☎６３-４０６３）

※高尾野地域および野田地域の地域別構想については７月号に、下

水流・荘・江内地域については８月号に掲載する予定です。 	

※都市計画マスタープランの詳細は、市ホームページおよび本庁市

民相談室、各支所地域振興室、中央公民館、米ノ津公会堂、江内

カントリーコア、各図書館等で閲覧できます。 
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出水総合医療センター新任医師の紹介
今春、４月１日から着任された新任の医師を紹介します。

新任の常勤の先生方

新任の非常勤の先生方

※担当医師が学会や出張等で不在の場合もあります。また、予約
の必要な診療科もありますので、事前にお問い合わせください。

　問い合わせ先
　　出水総合医療センター地域医療連携室（☎６７－１６１１）

脳神経外科部長
　加治　正知　医師

（前任地　済生会熊本病院）

循環器内科
　本里　康太　医師

（前任地　福岡大学病院）

臨床教育研修センター長
健康管理科部長　宗清　正紀　医師

（前任地　福岡大学病院）

消化器内科
　井上　和彦　医師

（前任地　済生会川内病院） 

消化器内科
　大野　香苗　医師
　（前任地　鹿児島大学病院） 

消化器内科部長
　岩下　祐司　医師

（前任地　県立大島病院）

小児科
　永田　博美　医師

（前任地　鹿児島大学病院）

外科医長
　齋藤　誠哉　医師

（前任地　牛深市民病院） 

糖尿病・代謝内科　佐藤　明子　医師
※毎月第２月曜日
　（現任地　熊本大学医学部付属病院）

放射線科　福川　喜之　医師
　※毎週金曜日（午前）
　（現任地　熊本大学医学部付属病院）

整形外科　鎌田　　聡　医師
　※毎週水曜日
　（現任地　福岡大学病院）

神経内科　田邊　　肇　医師
　※第１・３･ ５月曜日
　（現任地　鹿児島大学病院）

広報いずみ 2013（平成 25 年）６月11



　
　
　
　
　
第
14
回
北
薩
合
唱
祭

日　
時　
６
月
30
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
演

場　
所　

　

阿
久
根
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
団
体　
コ
ー
ル
の
だ（
女
声
、

　

出
水
市
）・
コ
ー
ル
メ
イ
プ
ル

　
（
混
声
、
出
水
市
）・
ア
ン
サ
ン

　

ブ
ル
Ａ･

ｇ
ａ
ｉ
ｎ
（
混
声
、
出

　

水
市
）・
コ
ー
ル
う
ず
し
お
（
女

　

声
、
長
島
町
）・
コ
ー
ル
み
か

　

さ
（
混
声
、
阿
久
根
市
）

入
場
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先　
　

　
北
薩
合
唱
連
盟
（
☎
�
０
１
３
１
）

　
　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は

　
　

介
護
予
防
の
第
一
歩
で
す
！

　

介
護
予
防
を
推
進
す
る
た
め
に

65
歳
以
上
の
方
（
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）
を

対
象
に
、
毎
年
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
今

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

美
し
い
歌
声
に
癒
さ
れ
て
く

だ
さ
い健

　
　
　
康

健
　
　
　
康

65
歳
以
上
の
み
な
さ
ま
へ

年
は
、
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て

対
象
者
に
配
布
回
収
を
行
い
ま
し

た
。
ま
だ
、
提
出
さ
れ
て
い
な
い

方
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

基本チェックリストに回答する
↓

介護予防プログラムが必要と判断された人
↓

本人の状態や希望を踏まえて介護予防プログララムを決定
↓

介護予防プログラムに参加

【介護予防プログラムの主な内容】
◎運動器の機能向上（運動教室）

ストレッチやバランス運動など運動器の機能向
　上のための運動を行います。
◎栄養改善および口腔機能の向上（口腔栄養教室）

低栄養予防のための学習や口腔機能の向上のた
　めの知識の習得を行います。
◎その他のプログラム
　閉じこもり予防支援、認知症予防支援等
※詳しくは、いきいき長寿課内出水市地域包括支
　援センター（☎６３－２４７７）にお気軽にお
　問い合わせください。

で
介
護
予
防
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
方
に
は
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
介
護

予
防
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

は
、積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

出
水
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
業
務
の
公
正
・
中
立
性
の

確
保
お
よ
び
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
出
水
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
新
た
に
委
員
の
募
集
を
行
い
ま

す
の
で
、
応
募
資
格
に
該
当
し
希

望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格
お
よ
び
定
員

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
介
護
予

　

防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
。
た
だ

　

し
、
運
営
協
議
会
会
場
に
来
場

　

す
る
こ
と
が
で
き
、
議
事
等
の

　

協
議
に
参
加
で
き
る
方

　

１
人

②
介
護
保
険
の
被
保
険
者
（
１
号

　

被
保
険
者
、
２
号
被
保
険
者
）

　

３
人

委
員
の
任
期

　

７
月
１
日
～
２
０
１
６
年
６
月

　

30
日
（
３
年
間
）

申
込
期
限
日　

６
月
14
日
（
金
）

申
込
方
法

　

い
き
い
き
長
寿
課
お
よ
び
各
支

　

所
市
民
福
祉
課
に
備
え
付
け
て

　

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
申
込
期
限
日
ま
で
に
本

　

庁
お
よ
び
各
支
所
に
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

※
募
集
人
員
を
超
え
る
応
募
者
が

　

あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
で
決
定

　

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　

支
援
係
（
☎
�
４
０
４
６
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

　
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
団
献
血

　

移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
時　
６
月
８
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　
場　

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

持
参
す
る
も
の　

○
献
血
カ
ー
ド
（
以
前
、
献
血
さ

　

れ
た
方
）

○
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

出
水
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
を
募

集

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

　

書
（
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
や

　

以
前
献
血
さ
れ
た
方
で
住
所
等

　

が
変
更
に
な
っ
た
方
）

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
０
９
９

－

２
５
７

－

３

　

１
４
１
）

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
平
日
夜
間
検
査

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
（
６
月

１
日
～
７
日
）
に
合
わ
せ
て
、
出

水
保
健
所
で
夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検

査
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

　

検
査
は
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
検
査
結
果
は
即
日
で
わ
か

り
ま
す
。

　

早
期
の
発
見
と
治
療
が
重
要
な

感
染
症
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

実
施
日　
６
月
６
日
（
木
）

　

午
後
５
時
～
同
７
時

※
要
予
約

所
要
時
間　

　

お
お
む
ね
１
時
間
程
度

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　
（
☎
�
１
６
３
６
内
線
２
０
６
）

無
料
で
即
日
わ
か
り
ま
す
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地
区
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
に

よ
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
な
ら
び

に
優
秀
者
表
彰
式
お
よ
び
無
料
歯

科
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

図
画
ポ
ス
タ
ー
展

展
示
期
間

　

６
月
１
日
（
土
）
～
10
日
（
月
）

展
示
場
所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店
・
ト

　

ゥ
モ
ロ
ー
高
尾
野
店
・
ト
ゥ
モ

　

ロ
ー
下
水
流
店
・
Ａ
コ
ー
プ
鹿

　

児
島
野
田
店

※
展
示
期
間
お
よ
び
場
所
は
、
都

　

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

優
秀
者
表
彰
式
・
無
料
歯
科
検
診

日　
時　
６
月
８
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
同
４
時

場　
所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
（
児
島
歯

　

科
医
院
内
）（
☎
�
１
２
６
６
）

　
　

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

出
水
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で

は
、
水
源
の
森
づ
く
り
の
た
め
、

歯
の
衛
生
週
間
行
事

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

森
を
き
れ
い
に
し
ま
す

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

日　
時　
６
月
16
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
同
10
時
30
分

※
小
雨
決
行

場　
所　
東
光
山
公
園

対
象
者　
小
学
生
以
上
（
小
学
生

　

は
保
護
者
同
伴
に
限
る
）

募
集
人
員　
１
０
０
人
程
度

申
込
期
限
日　
６
月
11
日
（
火
）

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
な
る

　

べ
く
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
者
に
は

　

軽
食
を
準
備
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備
課

　

林
務
水
産
係
（
☎
�
５
４
２
７
）

期　　日 場　　　所 イベント名 時間 申込・問い合わせ先

７月 27 日（土） 本町商店街

仮装パレード 午後５時 30 分
　　　～同６時

本庁観光交流課　（出水市役所本庁３階）
（☎６３－４０６１）みこしパレード

みこし担ぎ競争 午後６時
～同６時 30 分 （一社）出水市観光協会

（出水駅観光特産品館「飛来里」内）
（☎７９－３０３０）市民総踊り大会 午後６時 30 分

～同８時 30 分

★イベントの参加者を募集！！★
２０１３年　夏祭りいずみ「鶴翔祭」では、次のイベントを計画しています。

市民参加型の祭りですので、年齢や性別は問いません。職場や各種団体、その他いろいろなグループを作
り、ぜひご参加ください。

　

出
水
市
公
開
武
家
屋
敷
案
内
人

　
公
開
武
家
屋
敷
の
管
理
と
観
光

客
に
対
し
武
家
屋
敷
お
よ
び
そ
の

歴
史
を
説
明
す
る
案
内
人
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格　
満
80
歳
未
満
の
市
内

　

に
住
む
健
康
な
成
人

募
集
人
数　
若
干
名

勤
務
体
制　
月
平
均
６
日
。
午
前

　

９
時
～
午
後
５
時
。
手
当
は
１

　

日
当
た
り
５
千
円
。

申
込
締
切
日　
６
月
30
日
（
日
）

申
込
方
法　
履
歴
書
を
郵
送
ま
た

　

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
麓
街
な
み
保
存
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
０

－

５
７
３
１

－

６

　

１
７
６
）

観
光
に
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か

今月の環境標語　～平成 24 年度環境標語作品展より～

「森などに　ゴミをすてたら　木が見てる」
上場小学校５年　大村　琢登　さん

「しぜんがね　あると心が　おちつくよ」
野田小学校６年　濵﨑　愛子　さん

（注）学校名・学年は入賞時現在

フリーマーケット　我
が

楽
ら く

多
た

市
い ち

≪出　店　者　募　集≫

　家庭に眠っている不用な衣類、雑貨、贈答品など（食料品
や危険物は除く）を自分たちで販売してみませんか。なお、
参加料・販売手数料は必要ありません。
日　　時　　７月 28 日（日）午後４時～同７時
場　　所　　市総合運動公園多目的グラウンド
　　　　　　※今年は多目的グラウンド（下写真参照）がイ

　ベント会場になります。
参加資格　　代表者が出水市在住の方で 18 歳以上（高校生は

除く）の個人またはグループで、会場準備、後
片付けに参加できる方。ただし、リサイクル業
者の方はご遠慮ください。

申込方法　　観光交流課にご連絡ください。詳しい資料、申
込用紙を送付します。
※申し込み多数の場合は、抽選になります。

締  切  日　　６月 28 日（金）
申込・問い合わせ先
　本庁観光交流課　（☎ 63 － 4061 ）

ダンスフェスタ
≪出　場　者　募　集≫

日　　時　　７月 28 日（日）
場　　所　　市総合運動公園多目的グラ

ウンド
定　　員　　個人・団体（計 11 組）
※定員になり次第申し込み受け付けを終

了します。
★参加賞があります。★
申込・問い合わせ先
　出水商工会議所青年部　担当：日高・矢野

（☎ 62 － 1337 ＦＡＸ 63 － 0552）
Ｅメール   yeg@izumi-cci.or,jp

※今年はイベント開始時刻が昨年より 30 分早くなります。
※前回申し込みした団体には、参加申込書をお送りします。
※イベントによって申込先が異なりますのでご注意ください。

※多目的グラウンド（イベント会場）

2013 年 夏祭りいずみ 

 
７月 27 日(土)・28 日(日)開催 

申込期限日　６月 28 日（金）
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音
声
訳
講
習
会
受
講
生
募
集

　

視
覚
障
害
者
向
け
に
広
報
紙
等

を
テ
ー
プ
に
録
音
す
る
奉
仕
員
養

成
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

開
催
日　
６
月
22
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
同
５
時

開
催
場
所　

　

市
中
央
公
民
館
学
習
室
３
・
４

募
集
定
員　
20
人
程
度

受
講
料　
無　

料　

申
込
締
切
日　
6
月
18
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
☎
�
４
０
４
５
）

　

出
水
市
戦
争
遺
跡
保
存
整
備
等

　
　

検
討
委
員
会
公
募
委
員
募
集

　

市
で
は
、
市
内
に
現
存
す
る
戦

争
遺
跡
の
保
存
、
整
備
お
よ
び
活

用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
検
討
す

る
た
め
に
「
出
水
市
戦
争
遺
跡
保

存
整
備
等
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
今
回
、
そ
の
委
員
の
一
部
を

募
集
し
ま
す
。
本
検
討
委
員
会
で

は
、教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、

戦
争
遺
跡
の
保
存
に
関
す
る
基
本

計
画
・
整
備
お
よ
び
活
用
に
関
す

る
検
討
事
項
を
審
議
し
、
そ
の
結

果
や
意
見
を
報
告
し
ま
す
。

応
募
資
格　

○
満
20
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住

　

し
て
い
る
こ
と

○
年
３
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に

　

参
加
で
き
る
こ
と

目
の
不
自
由
な
方
の
力
に
な

り
た
い

戦
争
遺
跡
を
残
す
取
り
組
み

※
会
議
は
、
平
日
の
昼
間
を
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　
２
人

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
審
議
が

　

終
了
す
る
ま
で（
２
年
間
程
度
）

謝　
礼　
本
市
基
準
に
よ
り
別
途

　

支
給
し
ま
す
。

選
考
方
法　

　

書
類
審
査
で
決
定
し
ま
す
。
な

　

お
、
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員

　

に
そ
れ
ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

応
募
受
付
期
間　

　

５
月
20
日
（
月
）
～
６
月
14
日

　
（
金
）
※
締
切
日
必
着

応
募
方
法　

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
住
所
、
氏

　

名
、
応
募
動
機
等
を
記
入
し
、

　

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用

　

紙
は
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

　

れ
ば
郵
送
し
ま
す
が
、
市
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
先

○
直
接
持
参
す
る
場
合

　

生
涯
学
習
課
ま
た
は
高
尾
野
、

　

野
田
の
各
教
育
支
所

○
郵
送
の
場
合　

生
涯
学
習
課

○
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
場　

　

合

　

gakushu_c@
city.izum

i.kag

　

oshim
a.jp

問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課
文
化
係

　
（
☎
�
２
２
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

２
２
０
２
）

小
お だ は ら

田原　隆
たかよし

義　さん（66）
出水市の好きなところは？
　海、山に囲まれた豊かな自然
環境
出水市に望むことは？
　ツルと出水市の文化遺産であ
る武家屋敷を中心とした観光事
業の拡大とまちづくり
ひと言
一日一日を大切に
　健康第一でいきましょう！

笠
か さ の

野　ミネ子
こ

　さん（70）
出水市の好きなところは？
　山の幸、海の幸に恵まれてい
るところ

出水市に望むことは？
　これからの子どもたちが希望
の持てる環境を

元気ですね先輩！

　市役所からは年間を通じてさまざまな多くの文書を発送しており、この文書発送
に使用する封筒は、市内外を問わず企業・団体や個人など多くの方の目に触れるこ
とになります。
　この市役所文書発送用の封筒を企業・団体等の宣伝広告にぜひお役立てください。

封筒の種別
広告掲載枚数

（封筒作成枚数） ※１

募集枠

※２

広告の大きさ ・ 色

※３

広告１枠の料金

（消費税込み）

角２封筒

（大封筒）
40,000 枚 ８枠

縦６ × 横 10 ㎝

・ 白地に紺色
35,000 円

長３封筒

（中封筒）
60,000 枚 ４枠

縦４．８ × 横９ ㎝

・ 白地に紺色
40,000 円

※１　この広告入り封筒は、随時使用し、おおむね１年間で使い切ることを前提に作成しますが、

　　　１年以内で使い切ることを確約するものではありません。

※２　掲載枠の位置の指定はできません。

※３　複数枠を利用することができます。（この場合、広告料は１枠の料金×枠数となります。）

掲載決定
　広告の内容を審査し、掲載が適当と認められる申込者の中から、市内に店舗・営
　業所等を有する方を優先し、先着順とします。
応募期限

６月 24 日（月）　午後５時（必着）
申込方法

電話、ＦＡＸ、郵送、Ｅメール等でお申し
込みください。その後、作成された広告デ
ータをＥメールで提出してください。

申込・問い合わせ先
本庁総務課行政法務室

（☎ 63 － 4034　FAX63 － 0680
E ﾒｰﾙ somuka_c@city.izumi.kagoshima.jp）

封筒に広告を載せてみませんか

 

 
 

◆ この封筒は、広告主の御協力により作成されています。
◆

有料広告 

３５，０００円 

募集中！ 

クレインパークいずみ 
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県
政
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー

　

県
政
に
対
す
る
県
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
幅
広
く
お

聴
き
し
、
今
後
の
諸
施
策
を
進
め

る
上
で
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

応
募
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

20
歳
以
上
の
県
内
居
住
者
で
、

　

県
政
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
推

　

進
・
向
上
に
協
力
い
た
だ
け
る

　

方
。た
だ
し
、過
去
２
期（
４
年
）

　

の
間
に
連
続
し
て
モ
ニ
タ
ー
を

　

経
験
さ
れ
た
方
や
議
会
議
員
、

　

公
務
員
に
該
当
す
る
方
は
除
き

　

ま
す
。

募
集
人
員　
２
０
０
人　
　
　
　

任　
　
期　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

９
月
１
日
～
２
０
１
５
年
８
月

　

31
日
（
２
年
間
）　　
　
　
　

募
集
期
限
日　
６
月
19
日
（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法

　

本
庁
政
策
調
整
室
お
よ
び
市
民

　

相
談
室
、
高
尾
野
支
所
地
域
振

　

興
室
、
野
田
支
所
地
域
振
興
室

　

に
備
え
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
知
事
公
室
広
報
課
県
民
の

　

声
係
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

　

２
０
９
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

－

　

－

２
８
６

－

２
１
１
９
）

　

12
月
８
日
（
日
）
に
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
る
出
水
音
楽
祭
に

参
加
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格　
　

　

年
間
を
通
じ
継
続
し
て
活
動
し

　

て
い
る
合
唱
ま
た
は
器
楽
合
奏

　

の
団
体

参
加
要
領　

　

出
演
に
要
す
る
経
費
は
、
出
演

　

者
の
負
担
と
し
ま
す
。
１
団
体

　

あ
た
り
の
持
ち
時
間
・
出
演
順

あ
な
た
の
声
を
県
政
へ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  市音楽ホール     中学生以上の出水市民 

  一般成人 1,000 円、中･高校生 500 円（市外の方も聴講生として１回５００円で受講可） 

  窓 口：市中央公民館内出水市民大学事務局に会費を添えてお申し込みください。 

電話・ＦＡＸ：第１回目に会費をお持ちください。 

（ 63-2２００ FAX6３-２２０２） 

落語家 

鹿屋市出身 

りゅうふくくん（リュウフジュン） 

チンドン屋 

みやこんじょ大使二胡演奏家 

はなだ のりひさ さきやま としお か じ まさとも 演題「夜間一次救急診療

について」 

出水総合医療センター副

院長（所属：外科） 

2005年 4月から勤務（前

任地：熊本労災病院） 

資格等：医学博士、日本

外科学会専門医、日本消

化器外科学会専門医 

演題「消化管診療の最先端」 

出水総合医療センター副院長

（所属：消化器内科） 

2012年 4月から勤務（前任地：

鹿児島大学附属病院） 

資格等：医学博士、日本内科学

会認定内科医、日本消化器病学

会専門医、日本消化器病学会指

導医、日本消化器内視鏡学会専

門医、日本消化器内視鏡学会指

導医 

演題「生まれ変わる脳神経外

科手術－最新医療機器がも

たらす脳卒中最新治療－」 

出水総合医療センター脳神

経外科 科部長 

（所属：脳神経外科） 

2013 年 4 月から勤務(前任

地：済生会熊本病院） 

資格等：医学博士、日本脳神

経外科学会専門医、日本脳神

経血管内治療学会専門医 

今回は３人の医師による医療講演会！ 

会 場 対 象
年 会 費
申込方法

　
入
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
第
１
回
実
行
委
員
会
を
６
月
６

　

日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら
市
中

　

央
公
民
館
学
習
室
３
・
４
で
開

　

催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
中
央
公
民
館
（
☎
�
２
１
０
６
）

　

番
等
は
、
参
加
団
体
で
組
織
す

　

る
実
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
締
切

　

６
月
６
日
（
木
）
午
後
５
時

申
込
方
法

　

市
中
央
公
民
館
に
備
え
付
け
て

　

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

出
水
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で

は
、
初
心
者
を
対
象
に
し
た
古
文

書
を
読
み
解
く
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

日　

時　

６
月
15
・
22
・
29
日
、

　

７
月
６
・
20
日

　

い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
後
２
時

　

～
同
３
時
30
分

場　
所　
中
央
図
書
館
研
修
室

講　
師　
歴
史
民
俗
資
料
館
職
員

定　
員　
20
人　

受
講
料　
千
円
（
資
料
代
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

さ
あ
！
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
ょ
う

古
文
書
を
読
み
解
く

新鮮！安い！おいしい！

名護新鮮おさかな市においで！

日　時　　６月８日（土） 

　　　　　午前 11 時

場　所　　名護漁港

広報いずみ 2013（平成 25 年）６月15



　
　
　
　

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

出
願
期
間

　

６
月
15
日
（
土
）
～
８
月
31
日

　
（
土
）

連
絡
先　
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
３

　

９
－

３
８
１
１
）

　
　
　

県
立
出
水
養
護
学
校

　
　
　

生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座

期　
日　
７
月
11
・
18
日
、
９
月

　

５
日
、
10
月
３
日
、
11
月
14
日

　
（
全
木
曜
日
５
回
）

時　
間　

　

午
後
５
時
30
分
～
同
７
時
30
分

受
講
対
象　

テ
レ
ビ
で
学
べ
る
大
学

働く婦人の家短期講座の参加者募集
「ヒップホップダンス」講座

初めての方でも大丈夫。簡単なステップから
楽しく学んでみませんか？

開 講 日 ７月 23 日、８月６・20 日、９月３・17 日
（火曜日５回）

開講時間 午前 10 時～正午
講 師 大平　真理子　氏
受 講 料 無　料
申込締切日 ７月 10 日（水）

「フットセラピー」講座
足の裏にはたくさんのツボがあります。

足裏のケアで心身共にリラックスしましょう。
開 講 日 ７月 26 日、８月９・23 日、９月 13・27 日

（金曜日５回）
開講時間 午前 10 時～正午
講 師 有馬　和子　氏
受 講 料 無　料
申込締切日 ７月 17 日（水）

開講場所 働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者 市内に居住または勤務している女性
申込方法 電話でお申し込みください。
申 込 先 働く婦人の家（☎６３－２１８５）

　

県
内
に
居
住
す
る
成
人
の
方

募
集
人
員　
20
人
程
度

※
先
着
順
で
受
講
者
を
決
定
し
ま

　

す
。
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合

　

は
、
本
講
座
未
経
験
者
を
優
先

　

し
ま
す
。

受
講
料　
保
険
料
（
１
５
０
円
程

　

度
）
と
材
料
費
（
５
０
０
円
程

　

度
）

申
込
締
切
日　

６
月
13
日
（
木
）

※
締
切
日
必
着

申
込
方
法　

　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

　

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上

　

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
養
護
学
校
生
涯
学
習
県
民

　

大
学
講
座
係
（
☎
�
３
４
０
０
）

　

〒
８
９
９

－

０
２
０
８　

　

出
水
市
文
化
町
９
６
６
番
地

　

第
34
回
富
士
山
・
青
少
年
国
際

　
　

交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

　

富
士
登
山
・
テ
ン
ト
設
営
お
よ

び
生
活
体
験
・
野
外
炊
飯
体
験
・

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
ア
ン
ダ

ー
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
（
野
宿

体
験
）
な
ど
、
夏
休
み
に
国
際
交

流
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

対
象
者
は
日
本
人
小
中
学
生
80

人
、外
国
人
小
中
学
生
20
人
で
す
。

　

６
月
23
日
（
日
）
に
福
岡
市
で

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

陶
芸
を
学
ぼ
う

問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
☎
０
３

－

６
４
５

　

９

−

４
６
６
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３

　
－

６
４
５
９

－

４
６
３
３
）

キ
ャ
ン
プ
で
国
際
交
流

　
　
　
　
　

　

住
民
の
苦
情
や
意
見
を
聴
き
、

行
政
と
の
間
に
立
っ
て
公
正
・
中

立
の
立
場
か
ら
解
決
を
図
る
た

め
、
総
務
省
の
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
巡
回
し
て
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　
時　
６
月
４
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
市
中
央
公
民
館

行
政
相
談
委
員

　

滝
本
俊
治
さ
ん
（
茶
円
堀
自
治

　

会　

☎
�
０
０
８
０
）

　

濵
島
洋
子
さ
ん
（
名
古
中
自
治

　

会　

☎
�
０
２
３
５
）

日　
時　
６
月
４
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　

　

高
尾
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

小
塚
数
敏
さ
ん
（
浦
自
治
会　

　

☎
�
１
９
２
６
）

日　
時　
６
月
４
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
所　

　

野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員　

　

樋
口
恵
子
さ
ん
（
上
田
多
園
自

　

治
会　

☎
�
２
４
４
６
）

巡
回
行
政
相
談
を
実
施

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

　

〒
１
０
８

－

０
０
７
３

　

東
京
都
港
区
三
田
５

－

７

－

８

　

－

９
２
１

　

info@
kskk.or.jp

　

 http://w
w

w
.kskk.or.jp
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伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
補
助
金

　

２
０
１
４
年
度
以
降
に
、
補
助

金
を
利
用
し
て
、
出
水
麓
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
で
文
化
財
等

の
修
理
、
新
築
お
よ
び
増
改
築
等

の
工
事
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限
日　
６
月
14
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
係

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

測
量
法
が
１
９
４
９
年
６
月
３

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
、
１
９
８
９
年
の
同
日
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点
は

土
地
の
分
筆
や
復
元
な
ど
の
測
量

を
す
る
時
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
財
産
を
守
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

自
分
の
土
地
や
周
辺
に
ど
の
よ

う
な
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点

が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
、

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
土
地
の
掘
削
や
埋
め
立

て
な
ど
で
三
角
点
や
基
準
点
・
図

根
点
が
支
障
と
な
る
場
合
は
、
税

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
事
業

　

補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
中

補
助
対
象
者

　

自
ら
居
住
す
る
出
水
市
内
の
既

　

存
住
宅
ま
た
は
新
築
住
宅
に
、

　

太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ

　

ー
（
以
下
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
が
実

　

施
す
る
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電

　

導
入
支
援
復
興
対
策
費
補
助
金
」

　

の
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ

　

ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
ま
た

　

は
当
該
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

　

済
み
の
建
売
住
宅
を
購
入
さ
れ

　

る
方
で
、
市
税
を
滞
納
さ
れ
て

　

い
な
い
方

※
市
の
補
助
金
は
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

　

補
助
を
受
け
ら
れ
る
方
が
対
象

　

と
な
り
、
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
補

　

助
金
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

今
年
も
あ
り
ま
す
！

補
助
金
額

①
出
水
市
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
、

　

支
社
ま
た
は
支
店
、
営
業
所
等

　

を
置
く
事
業
者
が
発
電
シ
ス
テ

　

ム
を
設
置
す
る
場
合
は
、
太
陽

　

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大

　

出
力
値
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

　

３
万
円
。
た
だ
し
、
限
度
額
９

　

万
円
。

②
①
以
外
の
事
業
者
が
発
電
シ
ス

　

テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
は
、
太 

　

陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最

　

大
出
力
値
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

　

り
２
万
円
。
た
だ
し
、
限
度
額

　

６
万
円
。

補
助
申
請
期
限
日

　

２
０
１
４
年
３
月
31
日

※
予
算
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ
た

　

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
終
了
し

　

ま
す
。

補
助
申
請
方
法

※
必
ず
設
置
工
事
前
に
申
請
を
行

　

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
事

　

業
補
助
金
交
付
申
請
書
に
、
次

　

の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

①
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
補
助
金
申
込

　

書
の
写
し

②
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
か
ら
の
補
助
金
申

　

込
受
理
決
定
通
知
書
の
写
し

③
経
費
の
内
訳
が
明
記
さ
れ
て
い

　

る
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
見

　

積
書
の
写
し
、
建
売
住
宅
購
入

　

の
場
合
は
売
買
契
約
書
の
写
し

④
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
お
よ
び
関
係
事
業

　

者
に
対
し
て
照
会
を
行
う
こ
と

　

の
承
諾
書

⑤
納
税
に
関
す
る
証
明
願
（
税
務

　

課
等
で
証
明
を
受
け
た
も
の
）

※
補
助
金
申
請
か
ら
実
績
報
告
ま

　

で
、
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

　

置
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
基

　

づ
い
て
、
手
続
き
を
進
め
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

補
助
の
決
定

　

市
民
生
活
課
で
申
請
書
を
受
け

　

付
け
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
る
と
き
は
予
算
の

　

範
囲
内
で
補
助
金
の
交
付
決
定

　

を
し
、
補
助
金
交
付
決
定
通
知

　

書
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

６
月
１
日（
土
）か
ら
７
日（
金
）

ま
で
は
第
55
回
水
道
週
間
で
す
。

　

２
０
１
３
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
復
興
の　

未
来
と
生
命
（
い
の

ち
）　

照
ら
す
水
」
で
す
。

　

水
道
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
は
地
球
の
宝
物
、
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
水
道
課
業
務
係

　
（
☎
�
４
０
８
２
）

出
水
麓
に
お
住
ま
い
の
方
へ

務
課
固
定
資
産
税
係
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

６
月
３
日
は
測
量
の
日

水
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

ハンセン病を

正しく理解する週間

６月16日（日）～22日（土）

問い合わせ先

　県健康増進課ハンセン病

　担当窓口

　（☎０９９－２８６－
２７２０）

部署名 ３月まで ４月から

農林水産課（※） 市役所本庁 高尾野支所

選挙管理委員会事務局 高尾野支所 市役所本庁
※４月から、農政課と農林水産整備課に分かれました。
　詳しくは、４月号（４～５ページ）をご覧ください。

農林水産課と選挙管理委員会事務局は移転しました

市内の事業者を利用して設置すると
補助金額が増額されお得です！
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わたしたちが市民の交通安全を守ります

松元　松美 井上　秀男 植﨑　雄次郎 濱田　修
（西出水小学校区） （出水小学校区） （東出水小学校区） （大川内小学校区）

原田　文子 中野　隆行 橋元　重三 山下　裕之
（切通小学校区） （米ノ津小学校区） （米ノ津東小学校区） （西出水小学校区）

山﨑　福義 小﨑　和男 前田　兼太郎 西尾　重己
（江内小学校区） （下水流小学校区） （高尾野小学校区） （荘小学校区）

登尾　秀樹
（野田小学校区）

　登校中の児童生徒を交通事故から守り、市民の交通安全意識の向
上および交通安全思想の高揚を図るために、市は交通安全指導員を
委嘱しています。
　現在 13 人の交通安全指導員が 12 の小学校区に配置され児童生徒
の交通安全指導を行っています。

交
通
安
全
指
導
員

　
　
　
　

出
水
市
交
通
災
害
共
済

　

今
年
も
、『
出
水
市
交
通
災
害

共
済
』
の
切
り
替
え
時
期
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
共
済
は
、
１
人
当
た
り
年

額
３
６
０
円
と
い
う
安
い
会
費

で
、
交
通
事
故
で
死
傷
し
た
と
き

に
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
市
民
相
互
の
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。

　

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
家

族
そ
ろ
っ
て
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

加
入
で
き
る
方

①
出
水
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録

　

さ
れ
て
い
る
方

②
市
外
に
居
住
す
る
学
生
で
、
保

　

護
者
が
①
に
該
当
す
る
方

③
季
節
的
な
労
働
に
従
事
し
、
市

　

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

共
済
有
効
期
間

　

７
月
１
日
～
２
０
１
４
年
6
月

　

30
日

※
７
月
１
日
以
降
の
申
込
者
は
、

　

会
費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
有
効

対
象
と
な
る
交
通
事
故

　

自
動
車
、
二
輪
車
、
電
動
カ
ー

　

ト
等
に
よ
る
人
身
事
故
お
よ
び

　

自
損
事
故

共
済
内
容

○
死
亡
見
舞
金　

１
０
０
万
円　

　
（
遺
児
加
算
20
万
円
／
人
）

○
傷
害
見
舞
金　

基
本
額
１
万
円

　

入
院
千
円
／
日

　

通
院
８
０
０
円
／
日

　
（
治
療
を
受
け
た
実
日
数
が
5

　

日
以
上
を
要
し
た
も
の
を
対
象

　

と
し
、
傷
害
見
舞
金
の
支
給
限

　

度
額
は
16
万
円
で
す
。）

申
込
方
法

　

２
０
１
３
年
度
の
加
入
申
込
書

　

は
各
戸
に
配
布
し
、
各
自
治
会

　

長
に
取
り
ま
と
め
の
お
願
い
を

　

し
て
い
ま
す
の
で
、
自
治
会
の

　

取
り
ま
と
め
方
法
に
従
っ
て
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
個
別
に

　

申
し
込
む
場
合
は
、
申
込
書
に

　

記
載
の
納
付
場
所
で
会
費
（
１

　

人
３
６
０
円
）
を
添
え
て
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

　

込
書
は
、
総
務
課
安
全
安
心
推

　

進
室
、
高
尾
野
支
所
地
域
振
興

　

室
、
野
田
支
所
地
域
振
興
室
に

　

も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
申
込

　

書
の
裏
面
に
掲
載
し
て
あ
る「
注

　

意
事
項
」
と
「
出
水
市
交
通
災

　

害
共
済
に
つ
い
て
」
を
よ
く
読

　

ん
で
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

　

高
尾
野
支
所
地
域
振
興
室　
　

　
（
☎
�
５
４
０
０
）

　

野
田
支
所
地
域
振
興
室

　
（
☎
�
４
８
１
０
）

み
ん
な
で
加
入
し
よ
う
！

　

経
済
的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・

　

学
生
で
あ
る
こ
と

※
申
込
時
29
歳
ま
で
の
人
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交
通
遺
児
等
育
成
資
金

　
　
　

貸
付
・
介
護
料
支
給
制
度

育
成
資
金
貸
付
（
無
利
子
）

対
象
者　

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
、

　

ま
た
は
重
い
後
遺
障
害
が
残
っ

　

た
方
の
子
ど
も
（
中
学
校
卒
業

　

ま
で
）

貸
付
金
額　

○
一
時
金
15
万
５
千
円　
　

○
月
額
２
万
円　

○
入
学
支
度
金
４
万
４
千
円

※
自
動
車
事
故
に
よ
り
重
い
後
遺

　

障
害
が
残
っ
た
方
に
は
、
介
護

　

料
の
支
給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
交
通
事

　

故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
☎
０
５
７
０

－

０
０
０
７
３

　

８
）

　

http://w
w

w
.nasva.go.jp/

　
　
　

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
生

　

奨
学
生
募
集
に
は
、
進
学
前
に

奨
学
金
の
貸
与
を
予
約
す
る
予
約

募
集
と
、
進
学
後
に
申
し
込
む
在

学
募
集
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
奨
学
生
に
共
通
の
応
募

資
格

　

保
護
者
等
が
自
動
車
事
故
や
踏

　

切
事
故
な
ど
、
道
路
に
お
け
る

　

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重

　

い
後
遺
障
害
の
た
め
に
働
け
ず

　

経
済
的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・

　

学
生
で
あ
る
こ
と

※
申
込
時
29
歳
ま
で
の
人

交
通
遺
児
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

対象となる学校、奨学金月額、募集期限等
学校 奨学金月額 募集期限

高等学校・
高等専門
学校

２万円、３万円
または４万円か
ら選択

在学募集は、2014 年
１月 31 日。
第 １ 次 予 約 募 集 は、
９月 30 日。第２次予
約募集は、2014 年２
月 28 日。

大学・短
期大学

４万円、５万円
または６万円か
ら選択

在学募集は、11 月８
日。
第 １ 次 予 約 募 集 は、
９月 13 日。第２次予
約募集は、2014 年１
月 31 日。

大学院
５万円、８万円
または 10 万円
から選択

在学募集は、６月 10
日。
予約募集は、2014 年
１月 31 日。

専 修 学 校
専門課程・
各種学校

４万円、５万円
または６万円か
ら選択

在学募集は、12 月 31
日。
予約募集は、2014 年
２月 28 日。専修学校

高等課程
２万円、３万円
または４万円か
ら選択

※学校種によっては、入学一時金、進学準備金の制
度が受けられます。

問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

交
通
遺
児
育

　

成
会
（
☎
０
３

－

３
５
５
６

－

　

０
７
７
３
）

　

６
月
は
梅
雨
時
期
で
あ
り
、
雨

天
時
や
、
降
雨
後
に
地
盤
が
ゆ
る

み
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒
事
故
等

が
起
こ
り
や
す
い
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
特
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
業
前
に
機
械
や
作
業
場
所
の

　

点
検
・
整
備
を
十
分
に
行
い
ま

　

し
ょ
う
。

○
ほ
場
へ
の
進
入
路
や
路
肩
な
ど

　

の
段
差
で
は
、
機
械
の
転
落
・

　

転
倒
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
際
は

　

必
ず
安
全
キ
ャ
ブ
ま
た
は
安
全

　

フ
レ
ー
ム
を
正
し
く
装
着
し
、

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
お
よ
び
紐
付
き

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
ほ
場
作
業
以
外
で
は
、
必
ず
左

　

右
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
連
結
し

　

ま
し
ょ
う
。

○
耕
う
ん
機
で
は
、
い
つ
で
も
緊

　

急
停
止
で
き
る
よ
う
注
意
し
、

　

挟
ま
れ
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
出
か
け
る
前
に
家
族
等
に
一
声

　

か
け
、
作
業
は
明
る
い
う
ち
に

　

行
い
ま
し
ょ
う
。

農
業
機
械
事
故
に
注
意

○
も
し
も
の
災
害
に
備
え
、
労
災

　

保
険
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

く
れ
ぐ
れ
も
「
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
」
と
思
わ
ず
に
、
ゆ
と
り
を

も
っ
て
、
無
理
の
な
い
農
作
業
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
３
日
（
月
）
か
ら
７
月
10

日
（
水
）
ま
で
は
労
働
保
険
料
の

「
年
度
更
新
」
申
告
期
間
で
す
。

　

６
月
初
め
に
送
付
し
ま
す
労
働

保
険
料
申
告
書
・
納
付
書
に
よ
り
、

期
間
中
に
申
告
・
納
付
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

前
まえひら

平　みどり　さん（51）
出水市の好きなところは？
　豊かな自然から私自身色ん
な形で恩恵を受けています。
出水市に望むことは？
　将来を担う若者たちが出水市
で活力ある生活を送れるように、
社会や環境作りをしてほしい。
ひと言
　微力ですが、地元を盛り上
げていきます。

井
い の う え

ノ上　聡
さとし

　さん（26）
出水市の好きなところは？
　食物がおいしい。

出水市に望むことは？
　市外の若者から見ても魅
力的であり、住みたいと思わ
れるまちづくり。

集まれ応援団！

　

２
０
１
１
年
度
か
ら
、
年
度
更

新
の
審
査
業
務
が
外
部
委
託
さ

れ
、
申
告
書
の
受
け
付
け
は
、
原

則
と
し
て
記
入
漏
れ
等
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
だ
け
の
確
認
作
業
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
申
告
書
に
記

入
誤
り
・
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
自

主
的
な
記
入
・
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
の
郵
送
・

電
子
申
請
に
よ
る
提
出
も
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

　

室
適
用
係

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
３

－

８
２

　

７
６
）　　

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

広報いずみ 2013（平成 25 年）６月19



生ごみは、その８割が水分だといわれ、水切りを行うだけで
もごみの減量となりますが、コンポストや電動式生ごみ処理機
を使用することで堆肥化や乾燥によるごみの減量が可能です。

また、アパート住まい等で堆肥化が難しい場合でも、電動式
生ごみ処理機にはにおいをほとんど出さずに生ごみ処理をでき
るものもあります。においの発生しやすいこれからの暑い季節
に購入を検討されてはいかがでしょうか。

【電動生ごみ処理機等購入助成のご案内】

　市では、電動生ごみ処理機等を購入された方に報償金を交付
しています。市が指定する店舗（指定販売店）であれば購入価
格から報償金分を差し引いて購入することができ、申請手続き
も購入と同時に行うことができます。指定販売店以外の場合は、
購入後に本人が直接、市へ申請していただくことになります。

品　　目 対象経費 報償金の額 上限額 予定件数

電動生ごみ処理機
設置（購入）
に要する経費

対象経費の
２分の１

25,000 円 50 件
生ごみ処理器（コンポスト、ぼかし肥料容器） 3,000 円 30 件
水切り容器 2,000 円 10 件
※この報償金は、予算の範囲内で実施するため、早期に終了する場合があります。【先着順】

◇必要書類等◇
１　申請書（本庁および高尾野支所、野田支所でお渡しします。ホームページからも入手できます。）
２　領収書等（ホームセンター等で購入された場合は、購入者氏名、商品名、購入先、購入金額、購入日が記

載された領収書等を発行してもらってください。）
３　印鑑
４　報償金を振り込む通帳（写しなどの添付は不要です。）
※申請期限は設置（購入）の日から起算して３カ月となっていますので、お早めに申請してください。

◇指定販売店◇
指定販売店でご購入の場合は、あらかじめ報償金の額を差し引いた金額で購入できます。
申請手続きも販売店が行いますが、印鑑をご持参ください。

業者名・事業所名 所在地 電話番号
取扱品目

電動生ご
み処理機

コ　ン
ポスト

ぼかし
肥料容器

水切り
容　器

出水ガス ㈱ 緑町50－15 62－0631 ○ － － －
㈲ 川島工建 向江町21－27 63－6685 ○ － － －
㈱ シミズ 緑町50－14 63－7430 ○ ○ ○ －
㈲ セブンプラザ ながぞの 緑町42－41 62－1643 ○ － － －
㈲ セブンプラザ フタバヤ 本町9－5 62－0330 ○ － － －
㈲ 司工業 知識町714 63－7485 ○ － － －
でんきのイケシタ 西出水町1685 62－4297 ○ － － －
中島商店 野田町下名7055 84－2047 － － ○ －
㈲ はなさき 昭和町10－15 62－0710 － ○ ○ －
㈲ パナン うえの 本町15－58 62－0039 ○ － － －
ひでとも電器 向江町29－41 63－3308 ○ － － －
深水電気工業 ㈲ 五万石町850 62－9687 ○ － － －
ベスト電器 出水本店 向江町34－43 62－2601 ○ － － －
㈲ ヤマサキ電機産業 今釜町800 67－3405 ○ － － －
㈲ 吉村金物店 本町12－14 62－0032 ○ ○ － ○

※最新の指定販売店一覧は市ホームページでもご覧いただけます。
※事業者の皆さまへ…指定販売店を募集しています。詳しくは次までお問い合わせください。

問い合わせ先
　本庁市民生活課生活環境係（☎６３－４０４２）
　高尾野支所市民福祉課市民生活グループ（☎８２－５４１６）
　野田支所市民福祉課市民生活グループ（☎８４－４８１３）

　生ごみの減量にご協力ください！　

電動生ごみ処理機等を購入さ

れた方へ、半額を助成します！

（品目ごとに上限があります。）

捨てる前に、

もうひとしぼり！
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農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
お
よ
び
廃

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
類
（
マ

ル
チ
類
・
ネ
ッ
ト
類
・
谷
シ
ー
ト
・

肥
料
空
き
袋
・
育
苗
箱
・
コ
ン
テ

ナ
・
パ
レ
ッ
ト
・
農
薬
の
空
き
容

器
等
）
を
収
集
し
ま
す
。

日　
時　
６
月
21
日
（
金
）

午
前
８
時
～
同
10
時

場　
所

○
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所
資
材

　

セ
ン
タ
ー

○
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
出
水
製
茶

　

工
場
敷
地
内

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

を
収
集

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業
振
興

　

係
（
☎
�
５
４
２
４
）

　

本
市
で
は
、
家
庭
ご
み
や
家
電

製
品
な
ど
を
道
路
、
空
き
地
お
よ

び
山
林
等
に
不
法
投
棄
す
る
事
案

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
な
ど

を
強
化
し
、
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

不
法
投
棄
は
、
許
さ
れ
な
い
犯

罪
行
為
で
す
。

　

不
法
投
棄
を
行
っ
た
場
合
、
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
な

ど
、
厳
し
い
罰
則
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。（
廃
棄
物
の
処
理
お
よ

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
）

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
発
見
し
た
ら
、
ご
連
絡
を
！

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
目
で
監
視
す

る
こ
と
が
、
発
生
の
抑
制
や
再
発

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
も
し
、

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
現
場
を
発

見
し
た
ら
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

連
絡
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市 

　
民
生
活
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　

活
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

遊
漁
船
業
の
営
業
に
は
、
遊
漁

船
業
務
主
任
者
を
選
任
す
る
こ
と

が
必
須
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
講

習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
講
習
の
修
了
証
明
書
の

有
効
期
間
は
５
年
間
と
な
っ
て
お

り
、
既
に
営
業
さ
れ
て
い
る
事
業

者
の
方
で
、
修
了
証
明
書
の
交
付

期
日
が
２
０
０
８
年
１
月
２
日
～

２
０
０
９
年
１
月
１
日
の
方
は
、

２
０
１
３
年
12
月
31
日
ま
で
に
再

度
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

開
催
日
お
よ
び
会
場

○
６
月
19
日
（
水
）

　

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎
３

　

階
大
会
議
室

○
６
月
20
日
（
木
）

　

北
薩
地
域
振
興
局
本
庁
舎
会
議

　

室
棟
３
階
第
５
会
議
室

　
（
薩
摩
川
内
市
）

※
両
日
と
も
時
間
は
午
後
１
時
～

　

同
５
時
。

募
集
定
員　
各
会
場
40
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
水
産
振
興
課
漁
業
監

　

理
係
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

　

３
４
３
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

－

　

２
８
６

－

５
６
１
３
）

遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習
会

を
実
施

suikan@
pref.kagoshim

a.lg.jp

　
　

水
難
事
故
か
ら
命
を
守
る

　
　

３
つ
の
基
本（
自
己
救
命
策
）

　

こ
れ
か
ら
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

が
活
発
に
な
る
夏
季
を
迎
え
ま

す
。

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
水
難
事
故

防
止
の
た
め
、
臨
海
地
域
で
の
釣

り
や
レ
ジ
ャ
ー
活
動
に
際
し
て
特

に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
項
目

を
「
命
を
守
る
３
つ
の
基
本
（
自

己
救
命
策
）」
と
し
て
作
成
し
ま

し
た
。

基
本
１　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

（
救
命
胴
衣
）
の
常
時
着
用

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
救
命
胴

衣
）
は
、
名
前
の
と
お
り
命
を
助

け
る
た
め
の
も
の
で
す
。
着
用
の

有
無
で
生
死
を
分
け
る
と
い
っ
た

事
例
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
「
暑
苦
し
い
」「
邪
魔
に
な
る
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
命

に
は
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
海
上

や
海
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

際
は
、
体
に
合
っ
た
適
切
な
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

基
本
２　
連
絡
手
段
の
確
保

　

非
常
時
に
救
助
を
求
め
る
た
め

の
連
絡
手
段
と
し
て
、
普
段
お
使

い
の
携
帯
電
話
を
防
水
パ
ッ
ク
に

入
れ
て
携
行
し
ま
し
ょ
う
。
防
水

機
能
付
き
の
携
帯
電
話
も
あ
り
ま

す
が
、
海
に
落
と
せ
ば
沈
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
防
水
パ
ッ
ク
は
空
気

層
が
あ
り
、
海
に
浮
く
の
で
安
心

で
す
。

基
本
３　
「
１
１
８
番
」
の
有
効

活
用

　
「
１
１
８
番
」
は
、
海
上
保
安

庁
専
用
の
緊
急
電
話
番
号
で
24
時

間
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

海
で
事
故
に
遭
っ
た
り
、
事
故

を
知
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
局
番
な

し
の
「
１
１
８
番
」
に
電
話
連
絡

し
、「
い
つ
・
ど
こ
で
・
何
が
あ

っ
た
」
な
ど
を
簡
潔
に
、
落
ち
着

い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
警
備
救
難

　

課
（
☎
０
９
９
６

－

３
２

－

３

　

５
９
２
）

海
に
行
く
前
に
確
認
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集中豪雨による浸水や土砂災害に備え早めに避難をしましょう
　６月は土砂災害防止月間です。梅雨期を控え、集中豪雨や大雨による災害が心配される季節です。2006 年は梅雨の
終わりの７月 22・23 日に米之津川の越水による浸水被害が発生しました。集中豪雨などによって「いつ・どこで」浸水、
がけ崩れや土石流災害などが発生するかわかりません。日ごろから気象情報などに十分注意して、事前に非常持出袋（市
販のリュックサック等）の用意や避難場所を確認しておきましょう。
　また、災害発生のおそれを感じたら「人命第一」を考え、早めの避難を心掛けましょう。

　河川はんらん
　集中豪雨や長雨によって、河川がはんらんすることも予想されます。米之津川の水位は、次の情報サービスで確認し、避
難の目安にしましょう。
　◎米之津川春日橋水位情報　（☎６３－６４００）　　◎河川情報テレホンサービス　（☎６２－１９８０）
　◎鹿児島県ホームページ気象情報【河川水位】　http://www.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/bousai/index_menu.html

　土砂災害
　次のような異状に気付いたら、土砂災害１１０番（☎６２－０２０３）に連絡してください。
　また、災害のおそれを感じたら、早めに安全な場所に避難しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　

がけ崩れの前兆 土石流の前兆

▲がけからの水が濁る　▲がけに亀裂が入る
▲小石が落ちてくる　　▲がけから音がする

◆山鳴りがする　◆雨が降り続いているのに川の水位が下がる
◆川が濁ったり、流木が流れる

※市町村単位で土砂災害警戒情報をテレビ、ラジオ、インターネット（気象庁ホームページ等）を通じて発表しています。

　避難は早めに
　市では、各種の気象情報の発表や雨量により災害の発生が予想されるときは、状況に合わせて、災害警戒本部や災害対策
本部を設置し、災害発生のおそれなどがある場合、市内 39 カ所の避難所を開設します。
　避難勧告等の呼び掛けがあったときは、速やかに事前に準備した非常食などの非常持ち出し品や貴重品を持って避難しま
しょう。避難するときは、電気・ガスなどの火元や戸締りを確認しましょう。子供や高齢者、体の不自由な方などがいらっ
しゃるご家庭では近所の人と協力し合って、早めに避難してください。

地区名 避難所の名称 電話番号

出水

大川内
上場小学校 68−2200

専用68−2933

大川内農業者トレーニングセンター 68−2502

東出水

東出水小学校 63−2160

ＮＴＴ出水ビル 090−2716−7122

働く婦人の家 63−2185

出水保健センター
※寝たきりの方のみ 63−2143

出水

青年の家（小原山体育館） 63−2135

出水小学校 63−2151

出水中学校 63−2166

出水市民交流センター 62−7222

西出水
西出水小学校 63−2155

高齢者ふれあいセンター 63−0017

米ノ津東

切通小学校 67−3311

米ノ津農村環境改善センター 67−3879

米ノ津東小学校 67−1006

米ノ津

米ノ津中学校 67−1055

米ノ津小学校 67−1119

福之江保育園 67−2166

荘 荘小学校 82−0633

地区名 避難所の名称 電話番号

高尾野

西部 高尾野小学校 82−0029

中部 高尾野中学校 82−0019

東部
高尾野老人福祉センター 82−4850

高尾野農業者健康管理センター
※寝たきりの方のみ 82−1846

北部
下水流小学校 82−0039

下水流農業者トレーニングセンター 82−0210

江内

江内小学校 83−3004

江内カントリーコア 83−3111

野口自治公民館

野田

岩渕 岩淵公民館 84−3251

屋地、旭 屋地自治公民館

餅井 餅井自治公民館

青木 青木原自治公民館

野田中央

野田農村環境改善センター 84−2085

野田保健センター
※寝たきりの方のみ 84−3003

野田小学校 84−2008

野田中学校 84−2011

野田女子高等学校 84−2074

野田体育館 84−3316

野田武道館
※電話番号欄に記載のない避難所については各支所にご連絡ください。
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出
水
の
宝
子
を
育
て
る
12
の
約
束

子
育
て
広
場
⑨

　

家
庭
は
教
育
の
原
点
で
あ
り
、

す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
出
水
市

家
庭
教
育
推
進
委
員
会
で
は
、
家

庭
教
育
の
目
的
で
あ
る
子
ど
も
の

社
会
的
自
立
と
保
護
者
（
親
）
が

子
育
て
を
通
じ
て
自
ら
の
人
生
を

豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ

る
な
ど
家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
に
①
あ
い
さ
つ
運
動
、
②
朝

食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
③
家
読
20
分

間
運
動
、
④
命
の
教
育
の
４
つ
を

重
点
取
り
組
み
項
目
と
し
、ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
に
３
つ
ず
つ
の
具
体
的

な
実
践
事
項
を
「
出
水
の
宝
子
を

育
て
る
12
の
約
束
」
と
し
た
と
こ

ろ
で
す
。　

　

家
庭
教
育
支
援
に
は
地
域
・
学

校
・
行
政
が
連
携
し
た
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
地

域
全
体
で
親
子
に
対
す
る
声
か
け

を
行
う
な
ど
子
育
て
家
庭
を
見
守

っ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

重点取り組み４項目 キャッチフレーズ 出水の宝子を育てる 12 の約束

①あいさつ運動
笑顔でつなぐ

元気なあいさつ

◇一日のはじまり「おはよう」のあいさつを自分

からします。　

◇感謝の気持ち「ありがとう」をしっかり伝えます。

◇「いってきます」「ただいま」を家族と交わします。

②朝食キャンペーン

朝ごはん

今日も一日

パワー全開

◇朝ごはんを毎日食べさせます。

◇家族みんなで朝ごはんを食べます。

◇朝ごはんを食べるために早起きをさせます。

③家読 20 分間運動
いつでも　どこでも

本といっしょに！

◇週一回、本を読む時間をつくります。

◇週一回、読み聞かせをします。

◇読んだ本についておしゃべりします。

④命の教育
つなぎ育てる命

大切な未来

◇誕生日に「ありがとう」と伝えます。

◇命のつながりを語り合います。

◇育てる体験をさせます。

●●●

問い合わせ先
　本庁こども課子育て支援係
　（☎63-4047）

ファミリーサポートセンター事業
　ファミリーサポートセンターは、子育ての援助を受けたい方（おねがい会員）と、援助を行いたい方（まかせて会員）
の会員組織です。
　　たとえば、こんなとき利用できます。

・急な用事で　　　　　保育所に送って行けない、迎えに行けない
・行事があって　　　　上の子の参観日・親子遠足のとき下の子の世話をしてほしい
・求職活動中　　　　　ハローワークに行きたい、資格取得の講習会に行きたい
・子どもが風邪気味　　学校を休ませたいけど・・・
・歯が痛い　　　　　　歯科医院に行っている間、この子の世話をしてほしい
・リフレッシュ　　　　コンサート、美容室に行きたいけど・・・

　　援助活動の流れは次のとおりです。
「まかせて会員」、「おねがい会員」ともに登録が必要です。
「まかせて会員」は、養成講座の受講後に登録していただきます。
「まかせて会員」になれる方
　・出水市内にお住まいの20歳以上の方
　・心身ともに健康で子育て支援に意欲のある方

「おねがい会員」になれる方
　・出水市内に居住または市内の事業所に勤務する方
　・生後４カ月以上の乳幼児または小学生の保護者

問い合わせ先
　ファミリーサポートセンター事務局
　（社会福祉協議会高尾野支所内）
　（☎８２－４８５０）
　（土・日、祝日および年末年始を除く

午前８時 30 分～午後６時）

料　金

区　　　分 １時間まで １時間を超える
30 分ごと

月曜日～金曜日 
（祝日を除く） 

午前７時～午後７時

一　　　般 600 円 300 円

軽度の病児 700 円 350 円

上記以外 一　　　般 700 円 350 円

問い合わせ先 
　本庁こども課子育て支援係　（☎６３−４０４７）

員会てせかま員会いがねお

の助援②み込し申の助援① 依頼

ファミリーサポートセンター

③援助活動

④報酬支払

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～
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私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
防

災
、
防
犯
、
ご
み
収
集
な
ど
生
活

に
密
接
し
た
問
題
が
数
多
く
あ
り

６
月
は

自
治
会
加
入
促
進
月
間

 

６月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です！  

◎｢食生活指針｣、「食事バランスガイド」を目安にして、
　あなたの食生活を見直してみましょう。  
≪　食生活指針　≫

≪食事バランスガイド≫ 

（食生活指針の実践のために）

（あなたの食事は大丈夫ですか。）        

            

           問い合わせ先 高尾野支所農政課農政畜産係（☎８２―５４２５） 

｢食育｣とは、生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の継承、健康の確保等が図れるよう、自らの食につ
いて考える習慣や食に関するさまざまな知識と食を選択する判断力を楽しく身に付けるための学習等の取り組み
であり、生きる上での基本であって、知育、徳育および体育の基礎となるべきものです。 

① 食事を楽しみましょう。

② １日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを。

③ 主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。

④ ごはんなどの穀類をしっかりと。

⑤ 野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組み合わせて。

⑥ 食塩や脂肪は控えめに。

⑦ 適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を。

⑧ 食文化や地域の産物を生かし、ときには新しい料理も。

⑨ 調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく。

⑩ 自分の食生活を見直してみましょう。

ま
す
。
自
治
会
は
、
住
み
よ
い
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

の
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

住
民
の
連
帯
意
識
の
向
上
に
努
め

て
い
る
自
主
的
な
任
意
の
団
体
で

す
。

　

近
所
に
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

温
か
い
心
で
自
治
会
加
入
を
勧

め
、
お
互
い
に
理
解
し
あ
い
、
快

適
で
潤
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
創

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係

　
（
☎
�
４
０
２
２
）

肺炎球菌ワクチン接種の費用の一部を公費負担
　成人用肺炎球菌ワクチンは、高齢者の肺炎の原因となる
病原体の中でも 23 種類の型に対して免疫をつけることが
でき、肺炎球菌による肺炎の８割くらいに有効であると言
われています。
対象者
　本市の住民基本台帳に記録されている 75 歳以上の方で、
　予防接種に対して健康保険等の適用がない方
接種期間　申請した年の年度内
接種場所　肺炎球菌ワクチン接種協力医療機関
個人負担額
　任意予防接種費用（医療機関によって異なりますが、お
　おむね 8,000 円程度）から公費負担額 3,000 円（１回のみ）
　を引いた額
申請方法
　本庁・各支所の予防接種担当課で手続きを行ってくださ
　い。申請は本人・家族・施設の方ができますが、申請者
　の印鑑が必要です。
※この予防接種は本人の希望で行う任意の予防接種となり
　ますのでワクチン接種にあたっては医師の説明を受け、
　十分に納得した上で接種を受けてください。
申請・問い合わせ先
　本庁健康増進課保健予防係（窓口⑨）
　（☎６３－４０４３）
　高尾野支所市民福祉課健康福祉グループ（窓口④）　　
　（☎８２－５４２２）
　野田支所市民福祉課健康福祉グループ（窓口②）　　　
　（☎８４－４８１４）

税務署職員採用試験（高校卒業程度）
第一次試験日　９月８日（日）
申込期間　インターネット：６月 24 日（月）
　～７月３日（水）　郵送・持参：６月 24 日（月）
　～同 28 日（金）　
問い合わせ先
　人事院九州事務局
　（☎０９２－４３１－７７３３）
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口
の
中
に
あ
る
唾
液

は
、と
て
も
大
切
な
役
割

を
し
ま
す
。唾
液
は
身
体

の
健
康
に
影
響
し
ま
す
の

で
、た
く
さ
ん
出
る
人
ほ

ど
健
康
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。唾
液
が
少
な
く
な

る
と
、口
が
カ
ラ
カ
ラ
と

乾
燥
し
ま
す
。口
の
中
は

潤
っ
て
い
ま
す
か
？

す
ご
い
！
唾
液
の
力

・
む
し
歯
予
防

　

歯
の
再
石
灰
化
を
促
進
し
、む
し
歯
を

防
ぎ
ま
す
。

・
口
臭
予
防

　

口
を
清
潔
に
保
ち
、口
臭
を
予
防
し
ま

す
。

・
味
覚
や
消
化
・
栄
養
促
進

　

お
い
し
さ
を
感
じ
た
り
、胃
で
の
消
化

を
助
け
、栄
養
を
吸
収
し
や
す
く
し
ま
す
。

・
感
染
予
防

　

口
に
入
っ
て
き
た
細
菌
に
抵
抗
し
、病

気
を
予
防
し
ま
す
。

・
老
化
を
抑
え
る

　

唾
液
成
分
が
筋
肉
や
骨
の
発
達
を
促
進

し
ま
す
。

唾
液
を
た
く
さ
ん
出
す
た
め
に

・
よ
く
噛
み
ま
し
ょ
う

　

噛
む
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
唾
液
分
泌

を
よ
く
し
ま
す
。噛
む
こ
と
を
意
識
す
る
、

食
材
を
大
き
く
切
る
、水
や
お
茶
な
ど
で

　
出
水
市
の
子
ど
も
の
む
し
歯

　

１
歳
６
カ
月
児
健
診
、３
歳
児
健
診
を

受
け
た
子
ど
も
の
む
し
歯
の
罹
患
率
で

す
。鹿
児
島
県
内
で
本
市
は
非
常
に
む
し

歯
が
多
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

怖
い
歯
周
病

　

歯
周
病
菌
が
歯
を
支
え
る
骨
を
溶
か

し
て
い
く
歯
周
病
は
、成
人
の
８
割
が
か

か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。歯
肉

が
赤
く
腫
れ
る
、出
血
や
口
臭
な
ど
の
症

状
が
あ
れ
ば
、要
注
意
で
す
。

予
防
は
歯
み
が
き
と
定
期
検
診

　

む
し
歯
も
歯
周
病
も
、予
防
は
歯
み
が

き
で
す
。そ
し
て
年
に
２
～
３
回
は
歯
科

医
院
で
の
検
診
を
受
け
て
、早
期
発
見
・

治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。ま

た
自
分
に
合
っ
た
歯
磨
き

の
仕
方
を
習
う
こ
と
も
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

流
し
込
ん
で
食
べ
な
い
、そ
し
て
何
と
言

っ
て
も
、食
欲
が
な
い
と
食
事
の
量
が
減

り
噛
む
回
数
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、空
腹
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

　

ス
ト
レ
ス
や
緊
張
が
続
く
と
唾
液
量
が

減
少
し
ま
す
。

・
唾
液
腺
を
刺
激
し
ま
し
ょ
う

　

唾
液
腺
を
マ

ッ
サ
ー
ジ
す

る
と
、唾
液
が

出
や
す
く
な
り

ま
す
。寝
た
き

り
の
人
や
子
ど

も
に
も
し
て
あ

げ
る
と
唾
液
の

力
が
得
ら
れ
ま

す
。

・
噛
む
た
め
に
は
健
康
な
歯
が
大
事

　

歯
が
な
い
と
噛
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。歯
を
、む
し
歯
と
歯
周
病
か
ら
守
り
、

義
歯
の
方
は
し
っ
か
り
噛
め
る
よ
う
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

８
０
２
０
歯
科
表
彰
の
対
象
者
募
集

　

市
で
は
、80
歳
で
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
持
っ
て
い
る
方
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
者

　
80
歳
以
上
（
２
０
１
３
年
10
月
31
日
現

在
）
で
食
べ
物
を
噛
め
る
自
分
の
歯
を
20

本
以
上
持
っ
て
い
る
健
康
な
方

表
彰
時
期　
11
月

募
集
期
限
日　
９
月
30
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン

　

タ
ー
）（
☎
�
２
１
４
３
）

83

5.24% 4.83%

36.80
%

39.20
%

0.00%
5.00%

10.00%
15.00%
20.00%
25.00%
30.00%
35.00%
40.00%
45.00%

H22 H23

１歳６か

月

３歳

※出水市で実施している口の健康に関係のある保健事業

名称 対象者 時期 場所

予約歯科
（フッ素塗布）

幼児　定員 30人
（要予約）

毎月第２火曜日
（午後１時
　～同１時 30分

受け付け）

出水保健センター

歯周疾患検診
41、51、61、71

歳の男女
８～９月

市内歯科医院
（対象者には事前に通知）

歯科保健相談 乳幼児、一般 随時 出水保健センター等

〜大人も子どもも〜

大切！唾液の力
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年
金
受
給
額
に
関
す
る
相
談
や

老
齢
厚
生
年
金
請
求
手
続
き
等
に

つ
い
て
は
市
役
所
市
民
生
活
課
住

民
年
金
係
で
は
書
類
等
の
受
け
付

け
が
で
き
な
い
た
め
、
厚
生
年
金

等
の
受
給
手
続
き
や
、
年
金
に
関

す
る
指
導
・
相
談
を
希
望
す
る
方

に
対
し
、
日
本
年
金
機
構
川
内
年

金
事
務
所
に
お
い
て
、
出
水
地
区

年
金
相
談
所
を
毎
月
第
３
木
曜
日

に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
今
年
度

は
８
月
の
み
第
２
木
曜
日
）

　

相
談
は
完
全
予
約
制
で
、
相
談

時
間
は
お
一
人
さ
ま
20
分
程
度
と

な
り
ま
す
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
相
談
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
「
年
金
請
求
の
手
続
き
」

老
齢
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生
年

金
・
障
害
厚
生
年
金
等
の
請
求
手

続
き

○
「
年
金
受
給
額
に
つ
い
て
」

具
体
的
な
年
金
見
込
額
に
関
す

る
相
談

○
「
障
害
年
金
に
つ
い
て
」

障
害
年
金
の
申
請
手
続
き
に
関

す
る
相
談

　

そ
の
他
、
年
金
制
度
全
般
に
関

す
る
相
談
等
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

※
た
だ
し
、
離
婚
分
割
に
関
連
す

る
相
談
お
よ
び
年
金
記
録
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
、
直
接
、
川
内
年
金

事
務
所
に
来
所
ま
た
は
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

役
所
本
庁
・
各
支
所
の
年
金
担
当

窓
口
へ
来
所
、
ま
た
は
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
時
の
必
要
書
類
等

出
水
地
区
年
金
相
談
所
で
相
談

さ
れ
る
際
は
、
年
金
証
書
・
年
金

手
帳
・
振
込
通
知
書
等
の
年
金
番

号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の
場
合
は
、
相
談
者
本

人
の
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
お

よ
び
委
任
状
と
、
代
理
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

委
任
状
に
記
入
漏
れ
（
相
談
し

た
い
内
容
が
未
記
入
等
）
が
あ
る

場
合
は
相
談
に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

出
水
地
区
年
金
相
談
所
に
つ
い
て

　

健
康
食
品
の
電
話
勧
誘
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
次
の
よ

う
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
強
引
な
健
康
食
品
販
売
の
事
例
】

　

数
日
前
「
以
前
、
定
期
購
入
で

申
し
込
ま
れ
た
健
康
食
品
を
送

る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。「
申
し

込
ん
だ
覚
え
は
な
い
」
と
断
っ
た

が
、「
証
拠
の
テ
ー
プ
が
あ
る
」

な
ど
と
押
し
切
ら
れ
、
仕
方
な
く

「
今
回
限
り
」
と
い
う
こ
と
で
了

承
し
た
。
業
者
名
や
連
絡
先
も
定

か
で
な
い
。
も
う
す
ぐ
商
品
が
届

く
と
思
わ
れ
る
が
、
必
要
な
い
の

で
解
約
し
た
い
。
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。（
契
約
者
：
70
代
女
性
）

【
対
処
法
】

　

商
品
が
届
い
た
ら
、
業
者
名
、

住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を
控
え
た

上
で
受
け
取
り
拒
否
し
、
代
引
き

配
達
だ
っ
た
ら
支
払
い
も
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
商
品
を
受

け
取
り
拒
否
後
、
業
者
か
ら
再
勧

誘
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
断

り
き
れ
ず
に
商
品
が
届
い
て
も

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
商
品
が
届
い
た
ら

す
ぐ
に
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
６
２
０
３
）
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

健
康
食
品
の
電
話
勧
誘
被
害

（
そ
の
２
）

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前８時30分〜午後５時（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内　（☎63−6203）

○水曜日
午前９時30分〜正午
本庁および野田支所市民福祉課内（☎63−2111　内線741）

○水曜日
午後１時30分〜午後４時
本庁および高尾野支所市民福祉課内（☎63−2111　内線453）

開 催 日　　７月 18 日（木）
開催時間
　午前９時 40 分～正午
　午後１時～同３時 40 分
開催場所　　
　本庁　３階大会議室
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

６月 21 日（金）～７月 11 日（木）
（土日祝日を除く
午前８時 30 分～午後５時）

予約申込先
　本庁市民生活課住民年金係
　（☎ 63－4038）
　
※６月 20 日開催の年金相談については
　広報いずみ５月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）
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出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先

発生件数 死　者 負 傷 者

４ 月 中 26 件
（－３）

１人
（＋１）

38 人
（±０）

2 0 1 3 年
の 累 計

95 件
（＋３）

4 人
（＋ 3）

118 人
（＋３）

※　（　 ）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
出水警察署管内（2013 年４月末）

地域交通安全活動推進委員の委嘱式

「子どもに教える防犯ポイント」

あなたの自転車は大丈夫？

詐欺に遭わないためには

備えあれば憂い無し！！ 交通事故に細心の注意を

　４月４日、出水警察署で、地域交通安全活動推進委員
の委嘱式および研修会が開催されました。
　推進委員は、杉本尚喜氏、兒島喜一郎氏、中村清氏、伊
藤浩樹氏、椎木孝一氏、尾﨑正門氏、弓指壽弘氏の７人
で、道路交通に関するモラル向上と地域の交通安全の確
保について、リーダーとして活躍していただく方々です。
　任命者は鹿児島県公安委員会で、任期は２年間です。

　雨の季節になりました。
　2006 年に米之津川が氾濫し、甚大な被害を受けたこ
とはまだ記憶に新しいところです。
　美しい自然も時として猛然と牙をむくことがあります。
尊い命と財産を守るためには、災害に強い環境整備とと
もに私たち一人一人の普段からの心構えが大切です。
※気象情報に注意しておく

　テレビ、ラジオ、市の防災行政無線等の気象情報に
注意する。

※危険を感じたら早めに避難する
　事前に避難経路や場所を確認しておく。

※悪天候には無理をしない
　山、川、海のレジャーを計画中に悪天候が予測され
る時は無理をせず、中止するか計画を変更する。

●一人にならない。
●知らない人にはついていかない。
●防犯ブザー、ホイッスルを携帯する。
●連れ去られそうになったら大きな声を

出す。
●外出するときは、保護者に行き先、帰宅（予定）時間

を告げる。
●「子ども 110 番」の場所を覚えておく。
●登下校は、通学路を利用し、なるべく複数で登下校す

る。

★うまいもうけ話にはのらない。
絶対にお金を振り込まない。

☆不審な誘いがあった場合は、家
族や警察に相談しましょう。

　今年に入って痛ましい死亡事故が多発しています。
　被害者や加害者にならないために今一度自己点検をし
てみましょう。
○飲酒運転はしていませんか？
○シートベルトは装着していますか？
○運転中に携帯電話を使用していませんか？
○交差点の手前では一時停止をしていますか？
○自転車を運転するときも交通ルールを守っていますか？
○横断中、左右確認を確実にしていますか？

　2012 年中に 29 件の自転車盗難がありました。前年に
比べて２件の減ですが、これは盗難届があったものだけ
です。
　盗難場所は、自宅、スーパー、駅の駐輪場などさまざ
まです。

◇ワイヤー錠等によるツーロックをする。
◇短時間でも自転車から離れるときは確実にカギを

かける。
◇防犯登録をする。（自転車店、防犯協会で手続き

ができます。）

委嘱を受けた地域交通安全活動推進委員の皆さん
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　ブックスタートとは、０歳児とその保護者に絵本を手渡し、親と子に楽しく心温まるひとときを過ごし
てもらおうという運動です。1992 年にイギリスのバーミンガムで始まり、世界各国に広がりました。
　出水市でも 2009 年 11月から始まり、保健センター、教育委員会、読み聞かせボランティアおよび図
書館が連携して行っています。
　６～７カ月児健康相談の場で、絵本の読み聞かせを行い、ブックスタート用品を相談の待ち時間にお一
人お一人に手渡し、親子で絵本を介して、楽しい時間を過ごすきっかけづくりになればと活動しています。
　先日、ブックスタートの会場に行ってきました。初めは泣いたり、ぐずったりしていた赤ちゃんたちも、
読み聞かせが始まった途端、絵本をじーっと見つめ、場面に合わせて反応する様は、本当に驚きを通り越
して感動してしまいました。また、そんなわが子を見つめるお母さん方の表情の素敵なこと・・・。この
事業を行っていてよかったなと心から感じられた時間でした。これからもブックスタートの種をたくさん
まいていきたいと思っています。
※配布するブックスタート用品：絵本２冊と読書に関するパンフレットの入ったバッグ

赤ちゃんと一緒に素敵なひとときを赤ちゃんと一緒に素敵なひとときを赤ちゃんと一緒に素敵なひとときを赤ちゃんと一緒に素敵なひとときを赤ちゃんと一緒に素敵なひとときを赤ちゃんと一緒に素敵なひとときを

絵本で「家読」を！！絵本で「家読」を！！絵本で「家読」を！！絵本で「家読」を！！絵本で「家読」を！！

ブックスタート事業…ご存知ですか？

第３土曜日は「市民読書の日」

　実　施　日

出 水 地 区　毎月第 1水曜日　午前 10時～同 11時　出水保健センター

　高尾野・野田地区　毎月第 3金曜日　午後 1時 30分～同 3時

　　　　　　　　　　高尾野農業者健康管理センター

　赤ちゃんの発達に必要とされている「愛情」、「笑顔」、「言葉かけ」は、絵本の読み聞かせをすることに
より一度に与えることができます。思い出してみてください。子どもの頃、絵本を読んでもらってうれし
かったこと・・・。
　絵本の読み聞かせは、ご家庭でも手軽に始められる、「家読」（うちどく）の一つです。
　さあ、みなさん気軽に絵本の読み聞かせをやってみませんか。赤ちゃんだけでなくいろんな年代の人に
適した絵本がたくさんあります。

　実　施　日
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読書活動に関する問い合わせ先

                  読書推進課

☎ 63‒4121



≪幼児・小学生≫

●「ぱん　つくったよ。」 平田　昌広　作
●「まほうの　でんしレンジ」 さいとう　しのぶ　作・絵
●「きょうはマラカスのひ」 樋勝　朋巳　文・絵
●「みんなの家出」 藤田　のぼる　作
●「トランプおじさんと家出してきたコブタ」 たかどの　ほうこ　作
●「おだんご　だんご」 筒井　敬介　作
●「ちいさな　はくさい」 くどう　なおこ　作
●「これはちいさな本」 レイン・スミス　作
●「シバ犬のチャイ」 あおき　ひろえ　文
●「サーカスさっちゃん」 藤本　四郎　作

　　　・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「砂の上のイルカ」 ローレン・セントジョン　著
●「予言された英雄」 イアン・ベック　作・絵
●「偽りの支配者　ミヤマ物語　第三部」 あさの　あつこ　著

・・・・・等
≪一般≫

●「泡沫日記」 酒井　順子　著
●「世界中で迷子になって」 角田　光代　著
●「忘れられたワルツ」 絲山　秋子　著
●「スカル・ブレーカ」 森　博嗣　著
●「陽炎の門」 葉室　麟　著
●「友罪」 薬丸　岳　著
●「よだかの片想い」 島本　理生　著
●「見上げた空の色」 宇江佐　真理　著
●「花鳥の夢」 山本　兼一　著
●「色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年」 村上　春樹　著
●「ぼくがいま、死について思うこと」 椎名　誠　著
●「ランチのアッコちゃん」 柚木　麻子　著
●「ごはんぐるり」 西　加奈子　著　
●「夢幻花」 東野　圭吾　著
●「鬼風」 鳥羽　亮　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 ６月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜・祝日
　午前９時～午後６時

17日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時～午後６時 21日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

６月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

6月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 ４日
18日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20
11日

25日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00
５日

19日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 12日
26日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 ６日
20日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00
13日
27日

屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00 ７日
21日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 14日
28日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

６月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

５、12、19、26日
午後４時～

だっこＤＥえほん 22日（土）
午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

３、10、17、24日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

11日（火）、25日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

６、13、20、27日
午後４時～

だっこＤＥえほん ６日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（木）
午後７時～

【一般書】

『男はつらいよ大全
（上）（下）』

山田　洋次　著者代表
中央公論新社

　ポスターや劇中映像、イン
タビュー、映画にまつわる
データなど作品の魅力が凝縮
されたファン垂涎の２冊で
す。特に麗しの歴代マドンナ
は必見です。昭和の雰囲気を
楽しみたい方にもおすすめで
す。貸し出しができない本な
ので、ぜひ図書館にお越しく
ださい。

【児童書】

『ころんちゃん』
まつなり　まりこ　さく

アリス館

　ころんちゃんの顔を見てい
るだけで、ぐずっていた赤
ちゃんもしだいに落ち着き、
ついには笑顔が見られること
もあります。赤ちゃんへの読
み聞かせに最適な１冊です。
見ていないようでいて、意外
にも絵本をしっかり見ている
赤ちゃん。大人の声で読んで
聞かせて一緒に楽しんでくだ
さい。
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新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）
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　武本の竹林で４月４日、児童ら約50人がタケノコ
掘りを体験しました。
　子どもたちに季節の旬を感じてもらおうと、出水
ロータリークラブ（上屋泰弘会長）が初めて企画。
　会員の手ほどきを受けた児童らは慣れないくわに
苦戦しながらも、次々と大物を掘り出していました。
　掘り出したタケノコはその場で天ぷらや煮物にし
て味わっていました。

茶
の
豊
作
を
祈
願感

應
禅
寺

　新茶の豊作を祈願する献茶会が４月12日、感應禅
寺でありました。
　同寺は、日本に茶を広めたとされる栄西禅師が開
山したとされ、日本の茶の歴史と深い関係を持って
いることから、一番茶の摘み取りが本格的に始まる
前のこの時期に毎年実施しています。
　生産農家ら約30人は新茶を奉納、焼香して豊作を
祈りました。

春
の
味
覚
に
歓
声

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験

平
和
を
誓
う特攻

碑
慰
霊
祭

　太平洋戦争中、旧海軍航空隊出水基地から出撃し
戦死した特攻隊員らの慰霊祭が４月16日、特攻碑公
園でありました。
　戦時中に戦闘指揮所として使われた地下壕の上に
1960年同日、慰霊碑「雲の墓標」を建立したことから
始まった慰霊祭も今回で54回目。
　遺族や元隊員ら約250人が参列し、638柱の霊に対
し冥福を祈り、平和への誓いを新たにしました。

信
号
機
を
き
れ
い
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　信号機を見やすくして交通事故防止につなげよう
と、出水電気工事協同組合（岩﨑孝和理事長）と同青
年部（千年原政利部長）が４月13日、市内の信号機清
掃をしました。
　春の交通安全運動週間に合わせて実施しており、
今年で20回目を数えます。
　約50人が５班に分かれ、高所作業車などを使って
信号機の汚れを落としていきました。　　

出
水
を
Ｐ
Ｒ

ペ
イ
ン
ト
ト
ラ
ッ
ク

　荷台部分に出水の風景を描いた大型トラックが、
出水ＰＲに一役買っています。
　この大型トラックは、コンテナ部分の左右両面に
出水の武家屋敷群とツルの写真をペイントしてお
り、関東方面までの長距離を運行しています。
　市役所の公用車でも今後同様のペイントを検討し
ます。

先
人
の
苦
労
を
し
の
ぶ

「
新
地
節
」披
露

　味噌なめての碑公園で４月21日、第13回味噌なめ
てまつりがありました。
　小原地区の国有林で払い下げられた約34㌶を９年
掛けて開墾した先人の苦労をしのんで、同地区むら
づくり委員会（濵田和男委員長）が開催。
　開墾当時の苦労をモチーフにした「新地節」が披露
され、踊り手がユーモラスな掛け声に合わせて踊り、
会場は大きな笑いに包まれました。
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出
水
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
結
団
式
が
４

月
27
日
、
市
総
合
体

育
館
で
あ
り
ま
し

た
。

　

各
団
を
代
表
し
て

高
尾
野
弓
道
の
松
元

幸
平
君
に
本
部
長
か

ら
登
録
リ
ボ
ン
が
贈

ら
れ
、
団
員
綱
領
を

野
田
柔
道
の
横
山
明

輝
君
、
指
導
者
綱
領

を
や
は
ず
剣
道
の
中

野
勉
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
力
強
く
朗
読
し

ま
し
た
。

　

ま
た「
日
本
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
50
周

年
記
念
事
業
」と
し

て
功
労
者
７
人
、
優

秀
団
６
団
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

で
は
、
出
水
商
業
高

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

員
が
コ
ー
ト
上
で
、

豪
快
な
ス
マ
ッ
シ
ュ

な
ど
を
披
露
し
、
約

９
５
０
人
の
参
加
者

か
ら
は
歓
声
が
上
が

り
、
体
育
館
中
に
拍

手
が
鳴
り
響
い
て
い

ま
し
た
。

ス
ポ
少
結
団
式   　
　
９
５
０
人
が
一
同
に

歴
史
を
感
じ
て

野
間
之
関
所
ウ
ォ
ー
ク

　薩摩三大関所の一つとされる野間之関跡周辺約６
㌔を歩く「野間之関所まつり・ウォーキング大会」が
４月29日ありました。
　歴史のある史跡と、八代海沿岸の景色を望めるミ
カン畑を歩くコース。
　市内外から集まった300人は、思い思いのペース
でミカンの花のにおいに包まれながらさわやかな汗
を流しました。

６
人
が
入
団少年

少
女
合
唱
団

　出水市少年少女合唱団の入団式が4月27日、市中
央公民館小ホールで開催されました。
　今年度の新入団員は６人で、在団員と合わせると
24人でのスタートとなりました。
　式では、新入団員らが入場すると在団員らによる
歓迎の歌で迎えられました。
　また、多くの学校長も出席し、自校の児童が歌う
姿を誇らしげに見ていました。

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
に
歓
声

蕨
島
小

 　蕨島小学校の児童13人が５月９日、同校近くの
海岸でヒラメの稚魚を放流しました。
　豊かな水産資源を大切にする心を児童らに育んで
もらおうと北さつま漁協出水支所などが毎年、この
時期に実施しています。今回放流したのは、１月に
ふ化した体長約7.5センチの稚魚12,000匹。
　元気に泳いでいく稚魚に児童らは歓声を上げてい
ました。

保
護
ツ
ル
を
移
送

山
口
県
周
南
市
へ

　防鳥糸に絡まり怪我を負って出水市ツル保護セン
ターで保護されていた雄のナベヅル幼鳥１羽が５月
２日、山口県周南市に移送されました。
　同市で放鳥し越冬羽数を増やし分散化につなげる
のが狙い。2006年から始めて今回で６回目、合計17
羽となりました。
　ツルは約７時間後、無事に八代盆地に到着しまし
た。



　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用
ください‼　ただし、掲載可能な数に限りがありますので掲載
希望が多数の場合は、調整させていただきますのでご了承くだ
さい。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策調整室秘書広報係
　　　☎0996−63−4120
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ほっ
保険のセレクトショップ 出水店 0996-62-0111

保険の
セレクトショップ

鹿児島県出水市昭和町13-1-1F（出水市役所ななめ前）

ファイナンシャルプランナー(FP)による保険診断・見直し等の無料相談

募集代理店  ユニバーサルライフ㈱

https://www.facebook.com/hoken.select
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

近
江
園　

美み

お桜
（
壮
・
知
美
）

田

尻

煌あ

き

と翔
（
豊
）

井
手
上　

寛ひ

ろ

と杜
（
貴
宏
・
直
美
）

川

原

寧ね

ね々
（
慎
太
郎
・
希
）

川

﨑

煌こ
う
だ
い大
（
慎
矢
・
舞
子
）

長

島

凛り

ん

か花
（
崇
茂
・
真
希
）

松

下

未み

そ

ら空
（
義
久
・
順
子
）

金

倉

依え

み彌
（
敬
理
・
智
子
）

枇

杷　
　

希の
ぞ
み

（
力
・
幸
子
）

髙

桑

和あ

い

さ桜
（
望
・
舞
）

濵

田

琉る

な奈
（
大
介
・
梢
）

山

口

聡そ

う

た太
（
耕
造
・
美
由
紀
）

今

林

美み

お桜
（
優
一
・
加
奈
子
）

中

村　
　

詩う
た

（
隆
二
・
沙
織
）

中

村　
　

凜り
ん

（
隆
二
・
沙
織
）

瀬
戸
口　

か
ず
さ
（
健
太
・
め
ぐ
み
）

松
ケ
野　

由ゆ

き

こ
希
子
（
和
俊
・
綾
子
）

福

田

莉り

こ恋
（
定
信
・
鮎
）

迫

田

新あ

さ

ひ陽
（
洋
介
・
と
も
み
）

下

路

小こ

は

る陽
（
太
修
・
由
香
）

茶
屋
道　

由ゆ

い

な夏
（
大
介
・
利
夏
）

北

野

優ゆ

な菜
（
巧
巳
・
ひ
と
み
）

丸

目

深み

こ

と琴
（
拓
也
・
由
香
里
）

松

本

澄す

か

い海
（
淳
一
・
裕
子
）

川

原

徳と

く

ま真
（
寿
一
郎
・
真
実
）

山

﨑

結ゆ

な菜
（
康
隆
・
愛
）

井

島

遙は

る

と斗
（
一
希
・
麻
美
）

川　

尻　

み
ず
ほ
（
広
幸
・
満
弓
）

敖　
　

導と

う

や矢
（
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

6　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］恒吉医院 消化・内科 大和 ☎82−0048

［当］せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64−1187

［当・児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

９日（日）

［当］平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62−8801

［当］野田診療所 内科 仮屋 ☎84−2023

［当］いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73−1700

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

16日（日）

［当］おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63−7011

［当］三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63−2333

［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

23日（日）

［当］林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早馬 ☎64−8800

［当］さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62−2311

［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

30日（日）

［当］友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64−2101

［当］わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64−1313

［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633
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水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降

６月１日～２日 職 建 ☎62−1409

携帯電話
（090−7397−7898）

桑野水道設備 ☎82−4385

携帯電話
（090−7154−7490）

６月３日～９日 あかつき電化 ☎62−0650 中 畠 組 ☎82−0437

６月10日～ 16日 三 和 住 設 ☎62−5114 山﨑水道設備 ☎82−1600

６月17日～ 23日 井 手 口 電 設 ☎62−0901 福 井 組 ☎84−2534

６月24日～ 30日 太田電機工業所 ☎63−1966 慶 越 組 ☎82−0442

１日（土）▶外木場義郎氏講演会および野球教室（午後１時15分・市音楽ホールおよび市野球場）

１日（土）▶高尾野川アユ漁解禁（午前５時・高尾野川）

２日（日）▶米ノ津川アユ漁解禁（午前４時・米ノ津川）

16日（日）▶第67回県民体育大会出水地区大会（市内各会場）

30日（日）▶消防団消防ポンプ操法大会（午前８時30分・出水消防署）

６月の主な行事

６月２日

中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0020 町（高尾野）

メ ー プ ル 薬 局 ☎62−9292 東大野原

６月９日

白 男 川 歯 科 医 院 歯科 ☎63−0009 向　江

ひ ま わ り 薬 局 ☎62−6070 桜　町

野 田 調 剤 薬 局 ☎84−2856 仮　屋

６月16日

よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79−3443 太鼓橋

タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62−8813 渡瀬口

６月23日

児 島 歯 科 医 院 歯科 ☎86−1266 長島町

マリン薬局米ノ津店 ☎67−5002 早 馬

さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68−7000 千本付

６月30日

徳 森 歯 科 医 院 歯科 ☎67−3608 元町（出水）

め ぐ み 薬 局 ☎82−5551 太鼓橋

い ず み 調 剤 薬 局 ☎68−5822 表郷東

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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市
長

旗
全
国
選
抜
中
学
生
剣
道
大
会
（
３
月
26
日

～
29
日
）
に
、
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
場

し
た
高
尾
野
中
学
校
剣
道
部
が
ベ
ス
ト
８
で

敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

出
水
平
野
土
地
改
良
区
（
柏
木
一
邦
理
事

長
）
が
、
土
地
改
良
事
業
へ
の
功
績
を
評
価

さ
れ
第
54
回
全
国
土
地
改
良
功
労
者
銀
章
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

水
を
張
っ
た
棚
田
に
差
し

込
む
ま
ば
ゆ
い
光
。

　

光
を
反
射
さ
せ
た
棚
田
は

大
き
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

思
わ
せ
ま
す
。

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
上
を

気
持
ち
の
良
い
風
が
吹
い
て

い
ま
し
た
よ
。

　

森
林
環
境
教
育
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
大
川
内
小
学
校
が
県
学
校
林
等
活
動
コ

ン
ク
ー
ル
で
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

学
校
教
職
員
と
し
て
長
年
教
育
行
政
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
を
評
価
さ
れ
、
篠
原
安
孝
さ

ん
（
地
蔵
自
治
会
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞

し
ま
し
た
。

５
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
紅
葉
園
閉
園
式
で
、「
吉

井
俊
子
統
括
施
設
長
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く

は「
吉
井
敏
子
統
括
施
設
長
」で
し
た
。
お
詫
び
し
て
、

訂
正
し
ま
す
。

　アジサイの別名はどれ？

　　Ａ　ツボクサ
　　Ｂ　ツキクサ
　　Ｃ　オタクサ
　☆　答えは来月号で

先月号の答えは
　B ホトトギス　でした。　




